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決算特別委員会 平成２６年１０月２日（木）            開会 １０時００分 

 

審査の経過概要 

 

（都市建設課入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

昨日に引き続き委員会を開きます。 

 

○認定第１号 平成２４年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

質疑の前に、さきの都市建設課課長から昨日の発言について訂正の申し入れがありました

ので、これを許可したいと思います。 

西園都市建設課長 

おはようございます。決算特別委員会の説明の中、修正がありましたので、よろしくお願

いいたします。歳出につきまして、事項別明細書の５０ページ、決算説明書は５２ページの

８款土木費２項道路橋りょう費２目道路維持費１５節工事請負費の５億２，５３９万９，２

５０円のうち、市町村振興資金を充当した工事を１億５，０１４万４，７５０円と申し上げ

ましたが、正しくは、１億５１４万４，７５０円であります。これは、私の読み間違いであ

りました。また、歳入につきまして、事項別明細書の１７ページ、決算説明書は２３ページ

の２０款市債１項市債５目農林水産業債におきまして、都市建設課分の１，７５０万円は、

阿久根漁港における水産基盤機能保全事業に県工事に対する阿久根市負担分に市債を充てた

ものと説明しましたが、正しくは、強い水産業づくり交付金事業で事業を行いました、脇本

漁港及び佐潟漁港の事業に市債を充てたものであります、というふうに訂正をお願いいたし

ます。誠に申しわけありませんでした。以上であります。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

質疑に入ります。質疑はありませんか。 

出口徹裕委員 

おはようございます。お願いします。８款５項３目の公園費の中の長寿命化策定業務委託

の１，８００万円なんですけど、これは、今後の長寿命化、公園のいろいろな個別の施設、

ベンチ等、もろもろあると思うんですが、これは更新が随時できるような形で何らかのソフ

トを使ったものなのか、どうなのか。教えてください。 

西園都市建設課長 

この委託料につきましては、市内３０都市公園施設に予防保全型による計画的な改築等に

係る取り組みを推進するため、公園施設長寿命化を策定したものであります。中身につきま

しては、係長のほうで説明をお願いします。 

下澤都市計画係長 

公園施設長寿命化計画策定につきましては、２４年度補正で２５年度の明許繰越で市内３

０公園の公園長寿命化計画を策定したところです。公園の長寿命化計画の３０公園と後バリ

アフリー化調査、それから公園適正化整備計画調査というのを実施しております。御質問の

内容につきましては、一覧表を、更新年度とか、そういった一覧表を提出して適切な長寿命

化に係る整備を時期が明示してございまして、システムのような形ではございません。エク

セル形式で一覧表で提出している成果品でございます。以上でございます。 

出口徹裕委員 

ということは、今後１，８００万かけて、これ以前の公園のベンチ等に関して見れば、例

えば、何年かで壊れてたので公園をつくった時期とは別で何年経ってますよというふうなも

のになってくるかと思うんですけど、そうした場合、補修等が入ってくると、それに随時更
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新をしていかないといけないというふうになってくるかと思うんですが、それについては、

また市のほうで入力をして随時更新をしていくのか、それとも、また発注してやっていくつ

もりなのか、どちらなんでしょうか。 

西園都市建設課長 

とりわけ今長寿命化ということで、成果が上がっております。それぞれの公園の項目が出

ておりますので、更新、工事等した場合には、それに合わせて更新を担当者のほうでやって

いく予定であります。以上です。 

出口徹裕委員 

結果がある程度出ていると思うんですが、大体年間で割り振っていくことになるかと思う

んですが、最大大体どれくらい今後公園の維持補修にかかる予定で上がってきているのか、

わかれば教えてください。 

下澤都市計画係長 

金額については、ちょっと資料がございませんので、ここで回答できませんが、やはり公

園を建設してから相当な年数が経っておりまして、ほとんどの公園が老朽化、若しくはここ

１０年以内に更新の必要が迫っている状況でございます。資料については、また後もって提

出したいと思います。 

出口徹裕委員 

了解しました。次に決算に関する説明書の中の５４ページ、８款５項５目の街路事業費の

中で負担金というのが、県市町村街路事業促進協議会という、街路事業が２５年度ですかね、

２５年度においてはなかったということだと思うんですけど、この促進協議会に払って、負

担金として払っていますが、阿久根市が街路事業というのは、あまり聞かないんですが今後

どれくらいの予定があって、これに加盟していないといけないものなのかどうか、協力の意

味ではわかるんですけれども、そこについてお尋ねします。 

西園都市建設課長 

これにつきましては、街路事業ということで市内の市街地にある道路の街路決定をしてお

ります。それの変更とかそういうのが今後出てくる予定であります。特に２箇所ですね、お

れんじ鉄道、国道横断している街路もあります。そういうのの検討を今後やっていかなけれ

ばならないというふうに考えておるところであります。以上です。 

出口徹裕委員 

そしたら、この協議会というのの役割というのは、どういったようなものになるんでしょ

うか。 

西園都市建設課長 

組織の概要としましては、目的が都市計画街路の速やかな整備充実を積極的に促進するこ

と、それから、事業としまして街路の整備促進を図るため、関係機関等に対する陳情・請願

等、必要な活動を、それから、街路事業の促進について会員相互間の意見及び情報の交換を

行うとともに、街路事業の活動を行うというふうになっております。以上です。 

出口徹裕委員 

実質のところでどういったものか、文章的に前はわかるんですけども。 

西園都市建設課長 

とりわけ、すいません。県の都市計画課のほうから街路事業関係につきまして、研修会と

か、それから、そういう年度の活動の打ち合わせ会等があります。以上です。 

 ［出口徹裕委員「了解」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

牟田学委員 

決算に関する説明書の１０ページ、歳入ですけど、１２款１項６目の土木使用料のですね、

住宅使用料の中に市営住宅駐車場過年度分８万４，２００円とあるんですが、この方たちは、
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家賃ですかね、そちらのほうも滞納している方がいらっしゃいますか、一緒に、家賃と駐車

場を一緒に滞納している方なのか、教えてください。 

西園都市建設課長 

家賃の使用料とそれから駐車場代というのは、別々であります、両方一緒に滞納している

方もおりますし、それぞれということもあります。以上です。 

牟田学委員 

それは、どこの住宅、寺山団地なのか、どこですか。 

大田用地住宅係長 

牟田委員にお答えします。市内公営住宅の中にですね、駐車料金を徴収している団地につ

いては、４つほどございますが、この内滞納されている方につきましては、３つぐらいです

かね、すべて完納されている団地もあれば、そうでもない団地というのもありまして、それ

は様々でございます。以上です。 

牟田学委員 

これは税務課の仕事になるのかなと思うんですけど、その徴収の取り組みというのは、ど

のようにやっていますか。 

大田用地住宅係長 

牟田委員にお答えします。平成２５年度の徴収対策でございますが、委員がおっしゃった

とおりでございますけども、ほとんど税務課と同じようなことをするんですが、若干違うと

ころもございますけれども、昨年度につきましては、督促状の送付、これは毎月ございます。

それから、通告書を発送いたしました。これが６件程度ございました。それから、保証人を

招致して指導を行いました、これは６件、それから、その内誓約書の締結をして分納に応じ

た件数が８件ございます。夜間徴収につきましてはですね、延べ１２６名を対象に行ったと

ころです。以上です。 

 ［牟田学委員「了解」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに。 

石澤正彰委員 

決算に関する説明書の１２ページですね、今の牟田委員の関連になるかと思いますが、款

項目が６土木手数料の中の備考で住宅手数料、市営住宅敷地内駐車場許可証明１，６００円

てありますよね、これ確か課長の説明では、８件分というふうに聞こえたんですが、もう一

度教えてください。 

大田用地住宅係長 

お答えいたします。昨日もお答えいたしましたとおり８件でございますが、これにつきま

しては、入居者の中でですね、自動車等を更新をされたとか、購入したとかいうことにつき

まして申請をされる方の数でございます。以上です。 

石澤正彰委員 

ということは、公安協会に付けて出す車庫証明を必要とするためにお出しする書類ですか。 

大田用地住宅係長 

はい、そのとおりでございます。 

石澤正彰委員 

８件で１，６００円やったら、１件あたり２００円の手数料をいただいているということ

ですけど、あまり安すぎるん違うかなと私は思いますが、こういうことはお考えになったこ

とありますか。 

大田用地住宅係長 

お答えいたします。従来、１件につき手数料２００円を徴収しているところでございます

けれども、御質問がありましたとおり、県内においてもどの程度が妥当なのかというのを含

めてですね、今後検討してもいいのかなとは思っていますが、現状ではですね、２００円が
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妥当かなというところで考えております。以上です。 

石澤正彰委員 

私もどういう金額が妥当なのかはわかりませんがね、車をかえる入居者ですよね、仮に駐

車場敷地内駐車許可証明というのをですね、５００円いただいてもね、高くはないと思うん

ですけど今後検討していただきたいと思います。せひとも、以上です。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、都市建設課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（都市建設課退室、給食センター入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第１号中、給食センター所管の事項について審査に入ります。所長の説明を求

めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効果

等について、簡潔明瞭にお願いします。 

野崎学校給食センター所長 

説明に先立ちまして、当センターの牛濱補佐が入院療養中のため、出席することができま

せんでした。あらかじめ御了承いただきますようお願い申し上げます。それでは、平成２５

年度阿久根市一般会計歳入歳出決算の学校給食センター所管分について、歳入歳出決算事項

別明細書及び決算に関する説明書により、主な内容について歳出から御説明いたします。事

項別明細書６５ページ、決算に関する説明書６５ページをお開きください｡  

１０款教育費６項保健体育費４目学校給食センター運営費は、予算現額７，８６５万円に

対し、支出済額７，７９３万５４円で９８．０２％の執行率であり、補正予算額３８万４千

円は、扶養者の減少等による期末勤勉手当等の減額による職員手当等の減額補正であります。

以下、各節ごとに御説明いたします。 

１節報酬の支出済額６万９千円は、学校給食センターの運営委員会委員の報酬で、執行率

は５０％であります。年３回の運営委員会開催に対し日額４，６００円で支払い、対象者９

名分予算現額１３万８千円に対し、延べ１５名分の報酬を支出いたしました。２節給料から

４節共済費は、職員３名分の人件費であります｡ ９節旅費の支出済額４万９，２８０円は、

運営委員会委員及び学校給食担当者並びに職員の旅費で、執行率は５７．３０％であります。

執行残につきましては、年３回の運営委員会欠席等の残額及び職員の旅費等の残額でありま

す。１１節需用費の支出済額１，７２０万３３６円は、給食センター管理等の消耗品及び施

設機器類修繕費４９６万２，９９６円のほか、電気・水道・ガス・ボイラー用Ａ重油の光熱

水費１，２２３万７，３４０円であり、執行率は９３．８６％であります。１２節役務費の

支出済額２９万６，８５８円は、郵便電話料１３万３，０２１円のほか建物損害共済７万８，

３０７円が主なもので、執行率は７１．１９％であります。執行残の主なものは、食中毒等

の発生がなくノロウイルス検査などの執行がなかったことによるものであります。１３節委

託料の支出済額３，４８０万３，３５７円は、学校給食業務の３，１３２万５千円が主なも

ので、その他１１業務を委託しており、執行率は、９９．８１％であります。１４節使用料

及び賃借料の支出済額４万９，８１８円は、衛生マットレンタル料３万６，０３６円とＮＨ

Ｋ放送受信料１万３，７８２円であり、執行率は、９７．６８％であります。１８節備品購

入費の支出済額２４万９７５円は、除湿乾燥機購入３万４，４４０円、粉末消火器購入８万

８，２００円、男子休憩室空調機購入１１万８，３３５円であり、執行率は７０．０５％で

あります。なお、予算残額につきましては、男子休憩室空調機の執行残でございます。１９

節負担金補助及び交付金の支出済額４千円は、県学校給食センター連絡協議会負担金であり、

全額を支出しております。 

以上で歳出についての説明を終わりまして、次に歳入について御説明いたします。決算に

関する説明書１１ページ、事項別明細書５ページをお開きください。 
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１２款使用料及び手数料１項使用料７目教育使用料、予算現額１千円に対する収入済額１，

１００円は、九電柱１本の占用料で執行率は１１０％であります。次に、決算に関する説明

書２１ページ、事項別明細書１６ページをお開きください。１９款諸収入５項雑入４目雑入

の備考欄下から７行目にあります原子力立地給付金１７１万２，５２０円のうち、学校給食

センター所管分は、予算現額６万円に対する収入済額８万３，３２８円で、執行率は１３８．

８８％であります。以上で、説明を終わりますが、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

所長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

所長、平成２４年度からね、米飯を出水の業者から阿久根の学校に配達しているわけなん

だけど、これは、だれが配達しているんですか。 

野崎学校給食センター所長 

山口製パンという会社が２４年度から配達をしております。以上です。 

山田勝委員 

なら、その前は協同食品が配達をしとったんですか。 

野崎学校給食センター所長 

はい、そのとおりでございます。 

山田勝委員 

私は議会事務局を通じてね、学校給食、あの、米飯の炊飯業務をする協同食品と学校給食

会の契約書がないんですかということだったんだけれども、どうなんですか。契約書がない

んですか。契約書の写しが、その学校給食センターには。 

野崎学校給食センター所長 

はい、センターには保管しておりません。 

山田勝委員 

なら、あなたは、学校給食センターとのその契約書は見たことがなかったわけですね。 

野崎学校給食センター所長 

はい、県の学校給食会と協同食品との契約書については、私のほうは見たことはございま

せんでしたが、はい。 

山田勝委員 

今この話をね、ここで話したって始まらないんだけどね、常識的にはね、阿久根市の教育

委員会は持っとかないかんことですよね、阿久根市の教育委員会が推薦した業者と契約する

となっているわけですから。だから、これをあんたとどれだけ話をしても全く大事なところ

を忘れて、大事なところを見ないで事業が進められているから、こういうことになったと思

うよ。ただ、今あなたに確認しとったのは、学校給食のその契約書が給食センターにはない

ということですね。それともう一つ、鹿児島県学校給食会を通じることで、どれぐらいのメ

リットがあるんですか、現在。学校給食を推進していくうちで、どんなメリットがあるんで

すかて、契約することで。 

野崎学校給食センター所長 

県の学校給食会を通じて、米飯のことでよろしいでしょうか。 

 ［山田勝委員「なんでもいいから、通じることでどんなメリットがあるんですかて」と発言］ 

考えられるとしますと、安定的な供給ということと、品質の管理の徹底されている部分も

ございますので、安全な食材のですね、納入という面ではメリットがあると思います。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

山田委員、ちょっとマイクを近づけてください。 

山田勝委員 

あのね、もう予算の問題だからね、あまりこの問題は、決算の問題ですからね、言わない

んだけど、どうもあなた方の問題の捉え方、大事な問題の捉え方、書類の扱い方、契約の仕
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方というのは、ほとんど教育委員会は無知だ、事業の進め方が。だから、これをあなたと議

論をしたって始まらないから、これはまた本会議でね、市長、教育長と話をしたいと思いま

す。結構です。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、給食センター所管の事項について、審査を一時中止いたします。

（給食センター退室、生涯学習課入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第１号中、生涯学習課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を求め

ますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効果等

について簡潔明瞭にお願いします。 

佐潟生涯学習課長 

平成２５年度一般会計の決算について、生涯学習課所管について御説明申し上げます。ま

ず、はじめに平成２５年度新たに行った事業について御説明申し上げます。成果説明書の１

１６ページをお開きください。 

歳出の１０款５項１目社会教育総務費の事業となりますが、阿久根市誌年表追録及び「郷

土が誇る偉人たち」の冊子作成事業であります。阿久根市誌の歴史年表は、平成３年までで

あることから、新たに平成４年度から平成２５年度までの年表追録２千部を作成し、近年の

史実について資料をまとめました。また、郷土が誇る偉人たちとして、阿久根市にゆかりの

ある先人４名の人物の副読本２千部を作成し、市内の小学５年生から中学生全員に配布いた

しました。子どもたちの郷土を愛する心や郷土に誇りを持つ心が育まれることを願っており

ます。今後は、毎年、新５年生を対象に配布してまいりたいと考えております。 

次に、工事費についてであります。成果説明書の１２２ページから１２３ページをごらん

ください。１０款６項２目体育施設費であります。市総合運動公園内の補修や改修工事７件

を実施いたしました。総合運動公園（野球場、多目的広場）改修工事は、元気臨時交付金を

活用して、内野フェンス沿いに張芝の施工を行い、グラウンド内の土の流失防止に努め、現

在効果が上がっております。成果説明書１２３ページ、体育施設費の一番下になります。総

合体育館防水改修工事についてでありますが、これまで雨漏り防止対策として部分補修を行

ってまいりましたが、今回、元気臨時交付金事業を活用して屋根の全面防水工事を行い、屋

根の雨漏りが完全に改善されたことで、施設を利用する競技者の安全性が確保できました。

このほか、市単独事業といたしまして市有施設整備基金を繰り入れして、総合運動公園トイ

レ雨漏り改修工事等５件の工事を実施し施設整備が図られました。３目海洋センター管理費

では、Ｂ＆Ｇ財団修繕助成事業を活用しましてＢ＆Ｇ艇庫の改修工事を行い、塩害に伴う腐

食が改善されました。生涯学習課所管の施設は、老朽化が進んでいる施設が多いことから、

今後も国・県の有利な補助金等を活用しながら、計画的に補修・改修工事を行い施設の長寿

命化を推進してまいりたいと考えております。 

それでは、歳出から主なものについて御説明申し上げます。歳入歳出決算事項別明細書２

２ページ、決算に関する説明書２９ページをお開き願います。２款総務費１項１２目市民会

館管理費は、予算現額１，５４３万９千円に対し、支出済額１，４４３万９，９８０円で９

３．５３％の執行率であります。１１節需要費の支出済額６７２万６，９９４円は、光熱水

費５５７万９，６８３円と市民会館維持修繕料４６万５，６７５円が主なものであります。

１３節委託料の支出済額５６２万２，５７５円は、音響照明設備保守点検業務ほか９件の委

託料であり、不用額はその入札執行残であります。 

事項別明細書の６１ページ、説明書は６２ページになります。１０款教育費５項１目社会

教育総務費は、予算現額６，２７３万７千円に対し、支出済額５，８６８万８，０６４円で

９３．５５％の執行率であります。１節報酬は、社会教育指導員５人ほか３件の委員報酬で
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あります。２節給料、３節職員手当等、４節共済費は、職員６人分の人件費であります。８

節報償費は、あくね洋画展審査員謝金ほか３件の講師謝金及び成人式記念品代等であり、不

用額は説明書の備考欄に記載してあります委員謝金等の執行残であります。１１節需用費は、

あくね洋画展や文化祭等の消耗品費が主でありますが、平成２５年度は、新しい事業として

「阿久根市誌追録」及び「郷土が誇る偉人たち」の印刷製本費を計上しておりましたが、当

初見積りよりも安価で済んだことによる執行残であります。事項別明細書は６２ページにな

ります。１３節委託料は、市内の小・中学校１３校で実施した家庭教育学級や自主文化事業

など５件の委託料であります。自主文化事業につきましては、成果説明書の１１６ページに

掲載しておりますが、今回は一般向けとして「桂歌丸落語会」と、幼児並びに小学校低学年

児童向けとして児童演劇「いまから家出に行ってきます」の公演を行いました。桂竹丸落語

会は、前売り券大人１千円、子供５００円のチケット販売を行いましたが、入場者は２６８

人で当初設定していた目標４００名に達成しませんでした。反省点として、当初は産業祭が

同日開催されることで入場者の相乗効果を期待いたしましたが、師走の忙しい時期でもあり

思ったほどの効果が得られなかったこと、市民への周知徹底が図られたか、などが挙げられ

ました。今後は開催時期の検討や市民への周知などの対策等を検討し、多くの市民に参加し

てもらうよう努力してまいりたいと考えております。１９節負担金補助及び交付金は、県視

聴覚教育協議会負担金等７件の負担金と校外生活指導連絡協議会等８件の補助金であります。 

２目公民館費は、予算現額２，４２６万１千円に対し、２，２８９万７，２９１円の支出

済額で、９４．３８％の執行率であります。１１節需要費の支出済額２５１万５，２８１円

は、大川・脇本地区公民館の光熱水費が主なものであり、不用額はその光熱水費の執行残が

主であります。説明書は、６３ページになります。１３節委託料の支出済額３８８万３，０

１９円は、脇本、大川地区公民館の館内清掃業務等５件の委託料であります。１９節負担金

補助及び交付金の支出額１，５５５万９，５００円は、自治宝くじコミュニティセンター助

成事業として、波留区自治公民館建設補助１，５００万円が主なものであります。 

３目図書館費は、予算現額２，８２３万２千円に対し、２，７７３万４，０４１円の支出

済額で９８．２４％の執行率であります。事項別明細書は、６３ページになります。１３節

委託料の支出済額２，２５６万５，５００円は、指定管理者ＮＰＯ法人ぷれでおに委託した

図書館及び郷土資料館の管理運営委託料が主であります。１８節備品購入費４６６万５，８

９５円は、図書２，７０６冊を購入したものが主であり、そのほかに図書館会議室のエアコ

ン２器を購入しました。年度末蔵書数は８万１１９冊であります。２５節積立金は、東海地

区・近畿地区・関東地区の３地区阿久根会からの寄付金３６万円と基金利息１０，２２５円

を読書推進基金として積み立てたものであります。なお２５年度末の基金残額は、１，０８

５万７，０８９円であります。４目青年の家管理費は、予算現額２１１万４千円に対し、支

出済額１８１万２，０５６円で８５．７２％の執行率であります。１１節需要費は、光熱水

費と消耗品及び修繕料であります。１３節委託料は、館内清掃業務ほか４件の業務委託料で

あります。説明書は、６４ページをお願いいたします。５目郷土資料館費は、県博物館協会

の負担金等であります。 

６項保健体育費１目保健体育総務費は、予算現額１，７４８万９千円に対し、支出済額１，

６４４万２，３２０円で９４．０２％の執行率であります。１節報酬は、スポーツ推進委員

１４名の報酬で、不用額はその執行残であります。１１節需要費は、保健体育総務事務の消

耗品等であります。事項別明細書は、６４ページになります。１９節負担金補助及び交付金

の支出済額１，４１４万９，７１０円は、出水地区体育協会連絡協議会ほか５件の負担金と、

阿久根市スポーツ少年団育成補助ほか１１件の補助金であります。男子第２４回、女子第２

１回九州選抜高等学校駅伝競走大会は、男子２４チーム、女子１２チームの参加で盛大に行

われました。当初、女子チームは１５チームの参加予定でありましたけれども、インフルエ

ンザ等により３チームが不参加となりました。第３０回あくねボンタンロードレース大会は、

参加者２，５５５人で平成２４年度より１１０名多い参加者となりました。また、第３０回
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記念大会として平成５年世界陸上で、日本人女子陸上選手として初めて優勝し、平成８年の

アトランタオリンピックにも出場した浅利順子氏を招いて大会に華を添えていただきました。

２目体育施設費は、予算現額１億２４０万７千円に対し、支出済額１億１５万４，８９３円

で、９７．８０％の執行率であります。１１節需用費の支出済額１，５７７万５，９６３円

は、総合体育館・陸上競技場などの電気水道料等の光熱水費や総合運動公園内ソフトボール

場ナイター照明設備、多目的雨天屋内運動場シャッター等の修繕料が主なものであり、不用

額は光熱水費の執行残が主であります。１３節委託料の支出済額２，５５４万８，２７８円

は、グラウンドほか芝除草管理業務等１３件の委託料であり、そのうち総合運動公園施設等

管理運営業務を阿久根市体育協会に９８１万４５４円で委託したものであり、不用額は１３

件の執行残であります。説明書は６５ページになります。１５節工事請負費の支出済額５，

６２２万２，５００円は、国庫補助金の元気臨時交付金事業を活用して２件の工事と、単独

事業として５件の総合運動公園内の施設改修工事等を行いました。詳細につきましては、主

要事業一覧の１２２ページから１２３ページに記載してあるとおりでございます。３目海洋

センター管理費は、予算現額１，２８６万４千円に対し、支出済額１，０８９万９，９２０

円で８４．７３％の執行率です。１９６万４，０８０円の不用額がありますが、Ｂ＆Ｇ財団

の海洋スポーツインストラクター養成事業を予算計上しておりましたが、人事異動に伴い新

規採用職員が配置されたことで参加を控えたことなどによる旅費の不用額や需用費の水道料

等光熱費の執行残、報償費の大島からの遠泳中止による謝金の不用額が主な理由でございま

す。８節報償費は、水泳教室の指導者謝金が主であり、１１節需要費は、Ｂ＆Ｇ体育館及び

プールの光熱水費が主であります。不用額はその光熱水費の執行残が主であります。１３節

委託料は、プール改修設計業務ほか２件の委託料です。１５節工事請負費は、Ｂ＆Ｇ財団修

繕助成を活用いたしまして、Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫の塩害に伴う改修工事を実施いたしま

した。 

以上歳出について説明いたしましたが、引き続き歳入についてでありますけれども、決算

に関する説明書で御説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。説明書の９ページ

をお開きください。１２款使用料及び手数料１項１目総務使用料の収入済額１９０万６，９

６１円は、備考欄に記載してあります総務管理使用料のうち市民会館使用料９９万２，９２

４円であります。説明書は、１０ページから１１ページになります。７目教育使用料の備考

欄に掲載してあります社会教育使用料の収入済額２７万３，８８０円は、脇本・大川地区公

民館及び青年の家使用料であります。次に、保健体育使用料の収入済額４１８万４，８２０

円の生涯学習課所管分は、備考欄の学校給食センター占用料を除いた４１８万３，７２０円

で、総合運動公園及び海洋センターの施設使用料及び夜間照明料であります。説明書１３ペ

ージをお開き願います。１３款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫支出金の総務管理

費補助金の収入済額７億８５８万円のうち生涯学習課所管分は、総合体育館防水改修工事費

ほか１件分の元気臨時交付金事業の補助金４，９７３万９千円であります。説明書１８ペー

ジをお開き願います。１５款財産収入１項財産運用収入２目の利子及び配当金の収入済額１，

４５７万７，０１２円の生涯学習課所管分は、備考欄の下から６行目の読書推進基金利子１

万２２５円であります。説明書１９ページになります。１６款寄付金1項１０目教育費寄付

金の社会教育費寄付金の収入済額５６万円は、備考欄に掲載してありますとおり、読書推進

基金として近畿・東海・関東の３地区の阿久根会から３６万円、阿久根市文化協会から市民

交流施設整備費として２０万円の寄付金をいただいております。１７款繰入金１項４目市有

施設整備基金繰入金の収入済額１億２，６８６万８，３７９円のうち生涯学習課所管分は、

総合運動公園トイレ雨漏り改修工事ほか６件分の８６９万４千円を繰り入れしたものであり

ます。説明書は２１ページから２２ページになります。１９款諸収入５項４目２０節雑入の

収入済額９，０２８万１，５８２円のうち生涯学習課所管分は、３１３万３，３１２円であ

ります。主なものは説明書の２１ページの備考欄、雑入の一番上の雇用保険料９３万３，７

６３円の生涯学習課所管分は、社会教育指導員５名と臨時職員１名分の５万１，９２１円で



- 9 - 

あります。その下の書籍代、４万７千円は、郷土史売上料であります。備考欄上から９行目、

地域海洋センター水泳教室参加料１５万７，８００円は、チャレンジアップスイミングとし

て実施した水泳教室に参加した小学２年生から６年生までの１７２名分の参加料であります。

４行目下の総合運動公園自動販売機電気料６９万１，６３２円は、総合運動公園内に設置し

てある１７台分の自動販売機電気使用料であります。備考欄中ほどより少し下、総合運動公

園事務所光熱水費２６万６，０２９円は、運動公園施設管理業務を委託している体育協会の

事務所電気使用料であります。その下のＢ＆Ｇ体育館光熱費７万３，３２０円は、阿久根市

学童クラブガッツに貸与しているＢ＆Ｇ体育館の事務室と会議室の電気・水道料です。その

下３行目の自主文化事業入場券販売収入２５万２，９００円は、自主文化事業「桂歌丸落語

会」におけるチケット販売収入であります。その下２行目のあくね洋画展出展料３５万２，

５００円は、あくね洋画展の一般の部における絵画１７７点の出展料であります。同じくそ

の下の４行目、原子力立地給付金１７１万２，５２０円のうち、生涯学習課所管分は６９万

６，７２０円であり、所管する市民会館や図書館・総合運動公園施設などに対する給付金で

あります。説明書２２ページに移りまして、上から１０行目のＢ＆Ｇ財団事業助成金５０万

円は、さきに申し上げましたとおり海洋センター艇庫の改修工事に対する助成金であります。 

以上で、歳入歳出決算につきまして説明を終わりますが、御審議くださるよう宜しくお願

いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

牛之濱由美委員 

事項別明細書の６３ページの１０款６項１目、保健体育総務費の１節ですね、先ほど課長

の説明でありました、これは報酬ということでスポーツ推進委員の方１４名分ということを

伺いました。この執行残が２７万６千からあるのは、最初予定されていたスポーツ推進委員

の人数が違ったという、この執行残を教えてください。 

佐潟生涯学習課長 

予算計上しておりますのは、１４人の、定例スポーツ推進会議を１２月開催を計画してお

りますけども、その１２回のうちに欠席する委員がありますので、１回の報酬４，６００円

の人数分が余ったということで御理解いただければというふうに考えております。 

牛之濱由美委員 

これは、出会してお幾らというような形で、月とか年で支払われるものではないわけです

か。 

佐潟生涯学習課長 

はい、１回につき４，６００円ということで支払っております。 

牛之濱由美委員 

なかなかですね、校区単位でスポーツ推進委員の方を推薦してお願いしている状況下の中

ですね、なかなか皆さんお仕事を持ちながらで大変な状況の中でやっていただいているとい

う状況がありますので、そこのところを少し配慮していただいて今後の予算計上のほうにも

配慮がいただければなという要望です。ありがとうございます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

牟田学委員 

説明書の６４ページの６項２目体育施設費のですね、委託料の中で除草及び樹木管理業務

の５１７万２，１６０円てありますけど、これどこに委託されていますか。 

佐潟生涯学習課長 

総合運動公園の除草及び樹木管理業務でございますが、シルバー人材センターのほうと、

それと阿久根緑化センターに樹木等の管理として委託をしております。以上です。 

 ［牟田学委員「了解」と発言］ 



- 10 - 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに。 

野畑直委員 

主要事業一覧の１１６ページ、１０款５項１目の阿久根市誌についてちょっと伺います。

今度追録をつくったということですけども、今まで購入していた分に差し込みができるとい

うことですけども、この１部あたりの単価を教えていただけませんか。差し込み分が幾らに

なるのか、新しく買えば幾らになるのかというところをお願いします。 

佐潟生涯学習課長 

この追録につきましての額の追加というのは、考えておりません。新しく購入される方に

は、この追録を入れて２千円で販売しようというふうに考えております。以上です。 

野畑直委員 

追録を差し込むことができるとなっておりますけど、以前買っていた人は、どのような対

応をすればいいですか。 

佐潟生涯学習課長 

以前買っていただいた方にもですね、追録の要望があれば差し上げるということで計画し、

そこで２千部を印刷したということであります。 

野畑直委員 

ありがとうございました。その分についてこれは何か広報をしておられるんですか。 

佐潟生涯学習課長 

広報していないようでありますので、今後そのように周知を図ってまいりたいと思います。 

野畑直委員 

もう半年過ぎるわけですからですね、昨年の成果ということですので、その周知は徹底し

てもらいたいと思います。それともう１点お願いします。歳入のですね、１６款１項１０目

寄付金についてですけど、阿久根市文化協会が２０万円の寄付をという、もらっているみた

いですが、これは毎年２０万円ずつ寄付をされていると思うんですけど、累計で幾らぐらい

になっているか教えてください。 

佐潟生涯学習課長 

資料を持ってきておりませんので、後ほど資料を提供したいと思いますが、よろしくお願

いします。 

 ［野畑直委員「了解しました、後で教えてください。以上です」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はございませんか。 

竹原恵美委員 

主要事業の成果説明書１１６ページ、１０款５項１目自主文化事業です。桂竹丸落語会、

これの収支を教えてください。収入のほうは説明書の２１ページに、入場券販売収入として

２５万２，９００円出てきます。自主文化事業を阿久根で興す事業がどれくらいで収支がと

れるか、入場見込の半分程度なんですけども、収支を教えてください。 

佐潟生涯学習課長 

チケット販売につきましては、大人２４６枚、子供９枚の計２５５人でございました。そ

れと入場者との差額があるわけですけど、これにつきましては、市の関係者方々それと生涯

学習課職員の人数も含めてでありますので御理解をください。チケット販売、大人前売券１

千円の２３６枚、子供５００円の７枚、当日券を大人１，２００円といたしておりますので、

１，２００円の１０枚、子供は当日券を７００円としておりますので２枚、これの合計額が

２５万２，９００円ということになります。以上でございます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ここで暫時休憩をいたします。 
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 （休憩 １１：０３ ～ １１：１５） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

佐潟生涯学習課長 

先ほどは、どうもすみませんでした。自主文化事業の委託料につきましてでございますが、

桂竹丸落語会に６９万２，６６４円、それから、いまから家出に行ってきます、児童演劇で

ございますが、２９万８千円でございます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

了解ですか。 

 ［竹原恵美委員「了解」と発言］ 

ほかに質疑はありませんか。 

出口徹裕委員 

決算に関する説明書の６５ページ、１０款６項２目の備品購入費の中で、前もしたかもし

れませんけど、ランニングマシンほかというところで、平成２５年度のそういったような施

設を利用した方ていうのは何人ぐらいいらっしゃるのか。 

佐潟生涯学習課長 

ランニングマシンにつきましては、トレーニング室に設置しているわけですけども、トレ

ーニング室を活用された方につきましては、一般の方で３，０４５名、中高生につきまして

は、５０１名であります。 

出口徹裕委員 

了解しました。次にですね、順番がちょっとおかしかったかもしれないですけど、同じく

６３ページですね、３目図書館費の中で冷暖房用器具２機という話が出たんですが、これは、

今後その間に我慢しなさいというわけではないんですが、例えば、取り外して今後活用でき

るものを設置したのか、天井に付けるようなものを設置したのか。 

佐潟生涯学習課長 

会議室の２機につきましては、一般家庭用に付けるものを設置しております。会議室にで

すね、以上です。 

出口徹裕委員 

ということは、今後活用、例えば、取り壊し等あった場合でも活用できるという理解でよ

ろしいでしょうか。 

佐潟生涯学習課長 

活用しようということで利用箇所があるようであれば、活用できるものと考えております。

以上です。 

出口徹裕委員 

活用できるところがあればというかですね、将来的に図書館のほうについては、移動して

しまうわけですから、建物をもし取り壊すのであればですね、活用しないといけないと思い

ますので、そこは一つの課だけではなくてですね、今後、何と言うんですかね、あと１年待

てばというところにはやはり活用していくべきだと思うので、そこらは全体的に調整をお願

いしたいと思います。次にですね、同じく６４ページになりますけれども、２目体育施設費

の中で、グラウンド整備ほか、委託料のですね、グラウンド整備ほか芝、除草管理業務とい

うのがありますけども、この前、脇本のほうもちょっと草刈りをさしてもらったんですが、

これ年に何回ぐらい一つの場所でですね、するものなのか、私の知っている範囲で言うと、

例えば、脇本の三笠支所の裏あたりだと何回ぐらい除草があるものなのか教えてください。 

佐潟生涯学習課長 

年間を通して、契約をしておりますので、契約書について、申しわけありませんがここに

持ってきておりませんけども、年３、４回の除草、それと芝管理も含めてでございますけど
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も、年３回が４回というふうに考えているところでございます。正確な数字については、す

いません、資料を持ち合わせておりません。よろしくお願いします。 

 ［出口徹裕委員「以上です」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

石澤正彰委員 

成果主要事業一覧、成果説明の中のですね、１１６ページ、阿久根市誌の編さんと言いま

すか、新たに阿久根の歴史に残る人を編さんしてお配りになったということなんですが、こ

れと関連になるかどうかわかりませんが、戸柱公園に与謝野鉄幹さんともうお一人、名前忘

れましたが、歌碑がありますよね、あれ課長、歌碑何か、あの管理とか整備とかいうのは、

どこが所管になるんですか。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

石澤委員、これはこの中に入っているか、入っていないかということですか。 

石澤正彰委員 

そうそう、その中に入っているのかというのもあるし、関連で。 

佐潟生涯学習課長 

これにつきましては、生涯学習課並びに平成２１年のですかね、商工観光課で整備した事

業もありますけども、本来生涯学習課で管理すべきものだろうと思っておりますので、今後

はその部分についてもですね、検討を加えて紹介が必要なものであれば、予算要求をしてい

きたいと考えております。以上です。 

石澤正彰委員 

ついでに阿久根高校にも与謝野晶子さんと与謝野鉄幹さんの歌碑があるんですよね、廃校

になった学校であまり関心がないというところに、海が見えるところにあるんですけど、

「うみ・まち・にぎわい」を阿久根市長が一生懸命やって、阿久根駅に２億１千万もかけて

ね、やっているわけですから、そういったことのほうにも繫いでいただきたいなと要望です

けど余計なことでした。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

中面幸人委員 

決算に関する説明書のページ数が６３ページ、１０款５項４目のですね、青年の家管理費

についてお尋ねします。まず、この青年の家のですね、使用状況を教えていただけませんか。 

佐潟生涯学習課長 

青年の家の利用状況についてでございますが、年間１，０２７名の利用者数でございます。 

中面幸人委員 

この例えばですね、使用料を見れば年間３万５，４８０円なんですが、これは結局、小学

生とか中学生とか使った場合は使用料がいらないと思うんですけども、これは３万５千いく

らというのは、これはもう普通の一般の人からの使用料になるんですか。 

今言われた１，０２７名のですね、これはもう一般の方ですかね。 

佐潟生涯学習課長 

スポーツ少年団、少年団体が５７５名、それ以外の部分が青年ということであります。 

中面幸人委員 

約半分が一般の方が使われているのかなというふうに思っていますけども、と言いますの

はですね、例えば、この委託料なんかですね、警備料何かが４８万とかかかっているんです

けども、こういうのはあれですかね、ただの、例えば、侵入したときに警報が鳴っていくと

いうそういう警備の方式ですか。 

佐潟生涯学習課長 

警備員につきましては、月４万円の１２カ月で毎月４万円支払っておりますけども、その
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警備員につきましては、利用者がいるとき、それと周辺の環境整備のために草刈りをしてい

ただいたりというようなことで、月額が４万円にいたしております。というのも、利用者が

ないときに警備員をしてくださる方がいらっしゃらないというようなことでありましたので、

６０歳以上の方、４万円で管理をしていただいて利用者がない月もですね、草苅り等の環境

整備をしていただくようにお願いをしているところです。以上です。 

中面幸人委員 

これは警備会社に警備の依頼ではなくて、言わば、そこの、言わば、何と言うんですかね、

そこの何と言うの、施設の管理人、草苅り、そういうことですかね。 

佐潟生涯学習課長 

一人雇っているということでございます。 

中面幸人委員 

ちょっとお聞きしたいんですが、これはもう相当建設してからの年数も経っていると思う

んですけど、これはもし、例えば、改修等をする場合ですね、例えば、Ｂ＆Ｇの財団修繕助

成金とかこれなんかも使えるわけですか。関係ないんですか。 

佐潟生涯学習課長 

青年の家につきましては、そういう助成制度、Ｂ＆Ｇ財団からの助成制度はありません。

あくまでもＢ＆Ｇ財団の助成事業につきましては、Ｂ＆Ｇが、海洋センターを持っています、

体育館、プール、それと艇庫、３つについての助成事業であります。以上です。 

中面幸人委員 

この青年の家ついてはですね、例えば、小学生か中学生なんかが、何ですかね、研修みた

いな使っていると思うんですけど、夏場とかですね、例えば、今後のことを考えたときに、

当然場所的な、言わば、海を利用した研修とかであれば必要性があるわけなんですが、この

使用料を見たときにですよ、今後必要であるのか、その辺あたりはどういうふうにお考えで

すか。なくてはならないものか。今後、結構老朽化が進んだりしてですね、あとの補修等も

いると思うんですけども、この今、こういう今、使用人数を見たときにどうかなと思うんで

すけども、今後のことを考えたとき。 

佐潟生涯学習課長 

青年の家につきましては、築４０年近くなっているかとは思いますけども、この青年の家

の使用料につきましてはですね、あくまでも青少年を育成する施設ということで使用料その

ものにつきましては低額で価格設定して、使用料の設定をしていると思いますけれども、今

後とも有効に活用されるようなですね、手立てを検討しながら進めてまいりたいというふう

に考えております。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

山田勝委員 

図書館のね、図書館の阿久根市年表追録及び郷土が誇る偉人たち冊子作成事業の中でです

ね、 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ページ数を。 

山田勝委員 

いやいや、ごめんなさい。成果説明の１１６ページ、佐潟課長のびんたんなけいっとこっ

じゃっでとおもて簡単に、いいですか。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

はい。 

山田勝委員 

この中にね、郷土が誇る偉人たち、寺島宗則、中尾純利、田中常憲、中馬大蔵とこの４人

について編集作成しとあるんですが、この４人の人物というのは、だれが４人の人物を決め
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られたのですか。 

佐潟生涯学習課長 

この中には編さん委員会を設定して、その中で、当初はですね、１名ずつを毎年ていうよ

うな計画があったようでございますけど、せっかく偉人たちをつくるにあたっては、４名ほ

どいたほうがいいだろうということで決定したようには伺っております。以上です 

山田勝委員 

配布してある、今後新たな人物についても編集も検討したいと書いてありますからね、や

はり、私は新しく図書館も建設されることですしね、それから、郷土資料館も新しくなるだ

ろうし、だから、この際ですね、阿久根にも偉人がまだいらっしゃると思うし、そしてまた、

例えば、歴史上の品物というのもね、かなり僕はあると思うんですよ、例えば、阿久根河南

源兵衛に関するところとかですね、あるいは、脇本の寺島宗則に関するところとかですね、

もう一つ私たちの小学校のころのね、社会の本にね、石澤柏州というのも習ったことがある

んですよ。だから、そういう歴史上の人物というのは、るるいらっしゃいますのでね、やは

り、よく検討をされて、せっかく持っていらっしゃる、みんな今度は維持していくのが大変

だと思うもんですからね、それぞれの家では維持していくのが大変だと思うので、それを市

として受け止めるものは受け止めて、そして、ちゃんとした物にしていけばですね、それな

りにいいのじゃないかと、阿久根に来て見るところがなかっじゃでやという人が多いんです

よね、阿久根に来て、阿久根に何があるんですかと言われてみても、見るところがないとい

うのは、紹介するところがないというのは、よく阿久根で聞くことですよ。そういうことも

含めてぜひこの件についてはぜひ受け止めてほしい。ちなみに、課長、石澤柏州さんて御存

じですか。 

佐潟生涯学習課長 

すみません。ちょっと名前は聞いたことはありますけども、どういうことを成されたとい

うものまでは詳しく知っておりません。すみません。 

山田勝委員 

参考までに私が知っている範囲で教えますけどね、これは明治維新に非常な立役者なんで

すよね、島津久光の密書をもって天皇のところに行った人なんです。そういうことで、それ

なりに認められていた方なんですね、だから、そういうことでぜひ、せっかくつくる図書館

ですのでね、阿久根の一つの名所として紹介できるようなものをつくってほしいと思って申

し上げさせていただきました。よろしくお願いします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、生涯学習課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（生涯学習課退室、教育総務課、学校教育課入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第１号中、教育総務課及び学校教育課所管の事項について審査に入ります。課

長の説明を求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行に

よる行政効果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

小中教育総務課長 

それでは、教育総務課及び学校教育課が所管する分について御説明いたします。 

まず、はじめに、新規事業や改良を加えた点、事業執行による行政効果等について説明い

たします。 

平成２５年度は、阿久根市民交流センター等設計業務について、平成２５年１２月２０日

に有限会社ナスカと委託契約を締結し、平成２７年９月３０日を履行期限として、市民交流

センター及び市立図書館の設計業務を行っております。設計にあたっては、利用者の視点か

ら市民の意見を広く聴くため市民ワークショップを設置し、平成２５年度に３回実施して基



- 15 - 

本設計の取りまとめを行ってきたところです。 

学校施設関係としましては、各小中学校の職員室・図書室の空調設備の整備を年次的に行

い、平成２５年度で整備完了したところです。また、教職員住宅の小型合併浄化槽の設置事

業を平成２４年度から実施しており、平成２５年度で完了しております。これらの事業を含

めた１００万円以上の工事としまして、合計２５件の事業を行い、学校施設の環境整備に努

めております。 

学校教育課の新規事業としましては、県の委託による道徳教育総合支援事業を実施してお

ります。本事業は、道徳教育に関する教職員の資質向上と学校・家庭・地域が連携した道徳

教育の充実を図るために諸事業を実施するもので、昨年度は、講演会や研修会、研究校での

研修等に参加することにより、道徳教育に関する意識を高めることができました。今後は、

郷土の素材を使った教材や指導案を作成し、道徳教育のさらなる充実に努めたいと考えてお

ります。 

それでは決算内容について、歳出から主なものを御説明いたします。事項別明細書２４ペ

ージ、決算に関する説明書３０ページをお開き願います。２款１項１８目市民交流施設建設

費は、１億３，７５４万５千円に対し、支出済額１億３，７３３万５１５円で９９．８４％

の執行率であります。主なものとしましては、８節報償費６３万９，４００円は、阿久根市

民交流センター（仮称）建設委員会などの委員謝金であり、１７節公有財産購入費１億３，

６２１万８，９０４円は、阿久根市民交流センターの建設用地として２，０１４平米を阿久

根市土地基金から購入したものであります。 

事項別明細書５７ページ、説明書５６ページをお開き願います。１０款教育費１項１目教

育委員会費は、予算現額２４８万６千円に対し支出済額２１６万６９２円で、８６．９１％

の執行率であります。１節報酬２０８万８，９１２円の教育委員報酬が主なものであります。 

２目事務局費は、予算現額１億１，８３０万５千円に対し、支出済額１億１，４９０万１，

９７６円で９７．１２％の執行率であります。２節給料から４節共済費までの支出済額は、

教育長と職員９名分の人件費が主なものであります。８節報償費の支出済額１４３万２，６

９１円は、就学相談やスクールガードリーダー等の謝金が主であります。１９節負担金補助

及び交付金の支出済額３，４６４万３，０９３円は、県教育委員会派遣職員４名分の負担金

のほか協議会などへの負担金が主なものであります。 

３目教職員住宅費は、予算現額１，９４６万３千円に対し支出済額１，８９６万５，７５

７円で執行率が９７．４５％であります。事項別明細書は、５８ページになります。１１節 

需用費の支出済額１２５万２，０４４円は、教職員住宅に係る修繕料であります。１３節委

託料の支出済額３１万２，３７５円は、脇本小学校校長住宅の白蟻駆除業務などであります。

１５節工事請負費の支出済額１，６６７万３千円は、臨時交付金事業としまして、尾崎小学

校教職員住宅浄化槽設置工事など、校長・教頭住宅６件の教職員住宅浄化槽設置工事費と、

単独事業として阿久根中学校校長住宅補修工事を実施しております。 

説明書は、５８ページになります。４目教育指導費は、予算現額６１５万９千円に対し、

支出済額４６０万４，２７９円で７４ ．７６％の執行率であります。１節報酬の支出済額

３８３万１，３０８円は、ＡＬＴ１名の報酬であります。 

次に１０款２項小学校費１目学校管理費は、予算現額１億５，３０６万７千円に対し、支

出済額１億４，６８４万３，１３０円で９５．９３％の執行率であります。１節報酬の支出

済額１，６２８万７，３００円は、学校図書嘱託員６名と建築技能嘱託員１名８ヶ月分、学

校医８名等の報酬であります。７節賃金の支出済額１，３５５万３，２００円は、学校用務

員臨時職員９人分の賃金であります。１１節需用費の支出済額２，８８０万４，９６３円は、

各小学校に配分しました学校消耗品や電気水道料の光熱水費のほか、校舎等修繕料が主であ

ります。事項別明細書は、５９ページになります。１３節委託料の支出済額９３６万４，４

０５円は、市内小学校の警備業務、浄化槽管理業務、樹木伐採業務及び廃棄物収集業務が主

なものであります。１５節工事請負費の支出済額６，２１４万９，８００円は、臨時交付金



- 16 - 

事業として鶴川内小学校正門門扉等設置工事ほか９件、単独事業としまして阿久根小学校体

育館屋根防水補修工事ほか１件の事業を実施しました。説明書は、５９ページになります。

１８節備品購入費の支出済額６５７万５，２１２円は、各学校に購入した備品で、教室のカ

ーテン、移動式黒板、家庭科室用調理台、職員室用電話機、児童用机・椅子など、学校管理

に必要な備品購入が主なものであります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額９５万４，

４８０円は、学校管理下における児童の災害に対して給付を行う、日本スポーツ振興センタ

ー共済掛金負担金が主なものであります。 

１０款２項２目教育振興費は、予算現額６，９７７万１千円に対し、支出済額６，３５９

万３，２８０円で９１．１５％の執行率であります。７節賃金の支出済額１，３５５万３千

円は、特別支援教育支援員１０名分の賃金であります。１１節需用費の支出済額１，１９１

万２，８４３円は、市内９小学校のコピー代やプリンタートナー代などの消耗品のほか、ピ

アノやプリンターなどの修繕料が主なものであります。１３節委託料の支出済額２０３万７，

８４０円は、脇本小学校に通学する隼人小校区の児童に対する通学バス運行業務と学力・知

能検査業務委託料等であります。１４節使用料及び賃借料の支出済額１，１７４万６，１７

７円は、小学校パソコンリース料や小、中、高、合同音楽会、小学校陸上記録会、集団宿泊

学習時のマイクロバス借上料が主なものであります。１８節備品購入費の支出済額１，１６

８万６，１９７円は、各小学校教材として必要な教材備品購入として、阿久根小学校のジュ

ニアサッカーゴール、山下小学校のワイヤレスアンプなどのほか、理科、算数備品の購入が

主なものであります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額２３４万８，６７８円は、市

内各小学校で実施している未来をひらく阿久根っ子事業及び田代小で実施している山村留学

実施事業補助金が主なものであります。事項別明細書は、６０ページになります。２０節扶

助費の支出済額６４２万２，５３８円は、特別支援教育児童１４名と準要保護児童１２７名

に対する学用品や給食費等の就学援助費の助成であります。 

説明書は、６０ページになります。１０款３項中学校費１目学校管理費の予算現額６，５

８７万７千円に対して支出済額６，１３８万８，５７７円は、９３．１９％の執行率であり

ます。１節報酬の支出済額８０４万２，２００円は、学校図書嘱託員３名分と建築技能嘱託

員１名の４か月分ほか、学校医５名の報酬であります。７節賃金の支出済額６０５万１，２

００円は、臨時職員の学校用務員４名分の賃金であります。１１節需用費の支出済額１，６

０２万６，０７３円は、中学校に配分しました学校消耗品や電気水道料の光熱水費のほか、

校舎等修繕料が主であります。１３節委託料の支出済額５０１万６８５円は、各学校の警備

業務、浄化槽管理業務、廃棄物収集業務などが主なものであります。１５節工事請負費の支

出済額１，７８３万５００円は、臨時交付金事業として、阿久根中学校通用門門扉設置工事

ほか３件と、単独事業として大川中学校グラウンド周囲排水工事ほか２件の事業を実施して

おります。説明書は６１ページになります。１８節備品購入費の支出済額２７４万２，２６

４円は、阿久根中学校生徒用椅子、鶴川内中学校木工室生徒用木工工作台、三笠中学校図書

室生徒用閲覧机などの購入費であります。１９節負担金補助及び交付金の支出済額５３万６，

３２５円は、学校管理下における生徒の災害に対して給付を行う日本スポーツ振興センター

共済掛金であります。次に、１０款３項２目の教育振興費の予算現額４，６２４万１千円に

対して支出済額３，９４３万９，４８４円は８５．２９％の執行率であります。１節報酬の

支出済額４２３万６千円は、学校教育支援教員２名分の報酬であります。７節賃金の支出済

額１３５万８千円は、特別支援教育支援員１名分の賃金です。８節報償費の支出済額６７万

２５６円は、スクールカウンセラー配置事業の謝金が主なものであります。事項別明細書は、

６１ページになります。１１節需用費の支出済額７１１万８，７４１円は、プリンタートナ

ーなどの消耗品のほか、教材備品やプリンターなどの修繕料が主なものであります。１３節

委託料の支出済額２６２万６，２４５円は、三笠中学校に通学する隼人校区と鶴川内中学校

に通学する田代校区の生徒に対する通学バス運行業務委託料と４中学校の知能検査及び標準

学力検査業務料等であります。１４節使用料及び賃借料の支出済額６７５万５，６５３円は、
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４中学校のパソコンリース料、ウェブセキュリテイ使用料及び集団宿泊学習時施設使用料及

びバス借上料等が主なものであります。１８節備品購入費の９１３万２，７２９円は、阿久

根中学校の柔道畳やチャイム、鶴川内中学校のプールクリーナーのほか、理科・算数の教材

備品購入費であります。１９節負担金補助及び交付金の１４６万２，３９１円は、地区中学

体育連盟負担金１７万１，９００円の負担金と、市内各中学校で実施している未来をひらく

阿久根っ子事業に対する補助金８０万８，６９１円ほか３件の補助金であります。２０節扶

助費４８２万５，０９０円は、特別支援教育生徒６名と準要保護生徒６１名に対する学用品

や給食費等の就学援助費の助成であります。次に、１０款４項１目幼稚園費、予算現額１，

５８１万９千円に対して支出済額１，５３２万１，２３２円は９６．８５％の執行率であり

ますが、これは、１９節負担金補助及び交付金として、市内外の私立幼稚園等に通園する１

２８名の園児の保護者に対する就園奨励費補助金が主なものであります。 

次に歳入について、主なものについて説明いたします。事項別明細書は４ページ、決算に

関する説明書が９ページになります。１１款分担金及び負担金２項３目教育費負担金１節小

学校費負担金及び２節中学校費負担金は、日本スポーツ振興センター共済掛金保護者負担金

であり、小学校費負担金が８９７名分で４１万２，６２０円、中学校費負担金が５０８名分

の２３万３，６８０円であり、１人４６０円の負担金であります。 

次に、事項別明細書５ページ、説明書が１０ページになります。１２款使用料及び手数料

１項７目教育使用料２節小学校使用料３５万９，８２５円及び３節中学校使用料４０万１，

６５０の収入済額は、学校開放における学校屋内運動場の照明施設使用料であります。 

事項別明細書８ページ、決算に関する説明書１３ページをお願いします。次に、１３款国

庫支出金２項９目教育費国庫補助金２節小学校費補助金の収入済額３３３万９，４００円、

３節中学校補助金の収入済額１６３万８，６００円は、理科教育振興備品の交付金事業に伴

う補助金が主なものであります。４節幼稚園費補助金３６３万円は、幼稚園就園奨励費事業

に対する３分の１以内の国庫補助金であります。 

次に、事項別明細書１１ページ、決算に関する説明書１６ページをお願いします。１４款

県支出金２項９目教育費県補助金１節教育総務費補助金４９万６千円は、スクールガードリ

ーダー配置事業に伴う補助金が主であります。次に、事項別明細書１３ページ、決算に関す

る説明書１８ページをお願いします。１４款３項９目教育費委託金１節事務局費委託金１１

４万５，６６０円は、スクールソーシャルワーカー実践研究事業費及び道徳教育総合支援事

業の委託金であり、３節中学校費委託金５６万９，０２５円は、スク－ルカウンセラー配置

事業委託金であります。 

１５款財産収入１項１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入の収入済額２，９２８万５，

２４８円のうち、７１３万７，９２０円は教職員住宅に係る校長・教頭等住宅２６軒分の家

賃収入であり、同じく１５款１項２目１節利子及び配当金の１，４５７万７，０１２円のう

ち、４万６２５円が教育委員会所管の奨学金貸付基金利子であります。 

次に、事項別明細書１６ページ、決算に関する説明書２０ページをお願いします。１９款

諸収入５項３目違約金及び延滞利息７万８千円は、奨学金貸付金の延滞利息であります。 

決算に関する説明書２３ページをお願いします。２０款市債１項１目総務債１節総務管理

債、市民交流施設建設事業債１億３，６２０万円は、用地購入費に充当した過疎債でありま

す。 

以上で、教育総務課・学校教育課所管の説明を終わりますが、よろしく御審議くださるよ

うお願い致します。なお、答弁につきましては、私、並びに学校教育課長で答えさせていた

だきますが、不足の場合は担当係長に補足させますので、よろしくお願い致します。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

午前中の審査を中止し、休憩いたします。午後は１時から再開いたします。 

 （休憩 １１：５８ ～ １３：００） 
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決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。課長の説明が終わりました。これより質疑に入り

ます。 

牛之濱由美委員 

説明書の５９ページ、１０款２項２目教育振興費の中で、補助金のところですけども、山

村留学実施事業で５万円が出されています。その３行後にですね、山村留学実施事業、今度

は７２万が掲載されていますけども、この違いまず一つ。 

小田原課長補佐 

５万円につきましては、運営事業補助金です。主な使い道は普及啓蒙のためのポスターを

作成しています。それから、７２万円につきましては、里親制度に対する一人３万円の二人

分の補助金です。 

牛之濱由美委員 

そうかなと思っていたんですけど、すいません認識不足で。今一人３万円の２名というこ

とで、これは２５年度の決算ですので２５年度の状況ですね、留学生状況を教えてください。 

中山学校教育課長 

平成２５年度は２名ということでございますが、本年度は１名ということでございます。 

牛之濱由美委員 

その２名は主に田代小学校のほうということで認識していますけども、よろしいでしょう

か。 

中山学校教育課長 

はい、そのとおりでございます。 

牛之濱由美委員 

あと１名も田代のほうだと思いますけど、これは小学校のほうの振興費ということですけ

ども、この小学校で留学されてきた児童の方は、中学校になったら出ると、阿久根にとどま

ってはいないという状況ですかね。 

中山学校教育課長 

はい、今のところはそのような形になっております。 

 ［牛之濱由美委員「わかりました、了解しました」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに。 

中面幸人委員 

全般的なことをお聞きいたします。この学校教育のですね、予算等については、今までは

あんまり予算がつかなくてですね、それぞれの校区では、校区の人や保護者の人たちがボラ

ンティア的なですね、ことをしながらいろんな整備等をしてきていたりしてたんですけども、

今回、西平市長もですね、この教育関係に思い入れがあってか臨時交付金事業を利用しての

ですね、事業がなされて自分たちの校区の学校もですね、きれいに整備がなされている状況

でありますけれども、大変ありがたいことでございますが、今後、大体、ある程度、平成２

５年度であらかた学校整備が終わったのか、今後もあるのかお聞かせいただきたいと思いま

す。 

小中教育総務課長 

学校施設の関連の整備につきましては、平成２２年度から平成２４年度にかけまして、耐

震診断を行いまして耐震補強、それから大規模改修を行ってきました。その耐震診断でＩＳ

値が７未満については耐震補強をしたわけですが、ＩＳ値７以上の校舎等の施設がまだ老朽

化している施設がありますので、これは、かなり、昭和４０年代の建物、校舎等もあります

ので、今後財政的な部分もありますけれども、年次的な改修というのが必要ということで今

現在検討しているところでございます。以上です。 

中面幸人委員 
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建物についてそういう耐震性の必要なところは今後まだあるということで、あらかた、例

えば、校庭とか学校周辺のあらかたの整備は、大体ある程度終わったということで考えてよ

ろしいですか。 

小中教育総務課長 

学校の周辺整備についてということでお答えしますけども、日ごろは学校用務員が学校環

境の整備ということで行っております。あと補修等が出れば、うちのほうの大工にお願いし

て補修等をしたりとかしていますけども、あと樹木等については毎年伸びますので、樹木の

剪定等を業者にお願いしたりとかしておりますので、随時その終わったというよりも、随時

老朽化したりそういった部分が出てくると必要に応じて整備を進めていくという状況でござ

います。以上です。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに。 

牟田学委員 

説明書の５８ページの２項１目学校管理費でですね、委託料で小学校管理では立木伐採業

務が１０９万１千円と、中学校管理では立木伐採業務が１３万６千円、この違いと除草作業

で委託料でですね、小学校管理では５１万５千円あるんですが、中学校はないんですよね、

中学校はＰＴＡがやったのかな、そこあたりはどうですか。 

小中教育総務課長 

立木等の伐採業務については、学校等の要望に応じまして学校用務員ができない部分、あ

るいはＰＴＡでそういった出来ない部分については、業者等に依頼して業務委託を行ってお

りますので、その要望に応じて実施した事業ということで小学校と中学校との差が出てきて

いると思います。 

 ［牟田学委員「除草作業も」と発言］ 

除草作業もそういうことで同じような考え方で実施してるところでございます。以上です。 

 ［牟田学委員「はい、了解」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

石澤正彰委員 

事項別の５７ページ、１目教育委員会の先ほどの説明で報酬２０８万８，９１２円、これ

は教育委員さん４名ですよね。これの総額になりますか。 

小中教育総務課長 

はい、教育委員４名の総額になります。 

石澤正彰委員 

さきの議会で山田委員の要請で教育委員長が議会にお出ましいただいたんですが、こうい

った場合は教育委員長、他の委員は傍聴席におられたんですけども、手当とかそういったも

のは出るわけですか、別途。 

小中教育総務課長 

教育委員長が議会に出席した際には、公務ということで出張旅費のみをつけております。

手当が特別つくというわけではございません。 

石澤正彰委員 

ちなみに出張旅費はお幾らになる予定ですか。 

小中教育総務課長 

正確な数字は手元にございませんけれども、委員長が脇本の槝之浦ですので、槝之浦から

市役所まで、大丸までの旅費ということで６００円程度だと思います。正確な数字は、申し

わけありません。 

 ［石澤正彰委員「了解しました」と発言］ 

出口徹裕委員 
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決算に関する説明書の５７ページ、１０款１項２目の報償費の中のスクールガードリーダ

ーの活動なんですけども、いつも立っていただいてですね、非常に安全は確保されてると思

うんですが、この中身についてですね、いつもは立たれているところしか見てないのですが、

ほかにどういった活動があるのかを教えてください。 

中山学校教育課長 

スクールガードリーダーの方には立哨指導ももちろん安全ということでしていただいてお

りますし、各学校とかいろんなところで不審車が出たとか、そういうようなことも情報もあ

わせてお伝えしたりして、そういうようなところに気をつけるようにとか、そういうような

啓発というか、そういうのもしていただいております。 

出口徹裕委員 

そうした場合に交通安全指導もですが、子供たちの安全を守るためにそれなりの情報の共

有とかもされるとか思うんですが、研修会とかそういったようなものは行っているのでしょ

うか。 

中山学校教育課長 

教育委員会といたしましては、そのような会はしていないところでございます。 

出口徹裕委員 

それだとですね、学校に任せるというところになってくるんだと思いますが、その研修等

とかそういう話し合いをやってるやってないについては任せてあって、実績についても把握

していないということですか。 

中山学校教育課長 

各リーダーの方から実績報告書という形でいただいております。 

出口徹裕委員 

実績報告書というのは、立たれたとかそういう実績だと思うんですけど、例えば、研修か

れこれですね、そういったようなもの、最近でも事件とかありましたけども、そういったよ

うな中でですよ、どういう方が適切なのかちょっとわかりませんけども、例えば、そういう

安全を守る上でですね、どうしても必要なことっていうのは出てくると思うんですけれども、

そういうことに対して学校とＰＴＡとですね話し合いを持つなかにも、例えば、研修を行う

とかそういったようなことについて、何か行ったとかというのを学校任せであればなんです

けど、そういう把握はないかということです。 

中山学校教育課長 

地区で行われているスクールガード研修会等には、交代で出席をしていただいてそのあた

りでの研修は進めていただいているところでございますが、各学校の中でのというのは、学

校の中で話し合いをしていただいているというのが現状でございます。 

出口徹裕委員 

いろいろな事件等起きますんでですね、ここら辺については、年齢等もあると思うんです

よね、例えば、力の強い不審者ていう、そういったようなときに対応できるかとかですね、

やはり事件等いろいろ発生すると不安等が保護者の間でもよぎりますので、そういうところ

を見ながらですね、適切にどういったような事例があるとか伝えながら、結局、これを配置

して見ていただいてはいるんですけども、何かあってからは遅いので、しっかりとそういう

ところまで予算化する上では、把握をしていただきたいなと思います。以上です。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

松元薫久委員 

１点だけ、お尋ねしたいんですけど、５８ページ、決算に関する説明書の１０款１項４目

教育指導費の中で、これ昨年も質問というかお願い、提案をさせていただいたんですが、外

国語指導助手１名というところで、昨年、一人じゃ少ないんじゃないですかということで言

ったと思うんですが、その後検討されたのか、人数が変わってないんですけども、何でこう
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いうかと言うと、この主要事業一覧にはですね、小学校が２４年度から外国語活動が本格実

施されたのに伴い、これまで以上に計画的に小学校にも訪問されていると、今の先生じゃな

いんですけど、前回までいらっしゃった先生がなかなか大変だという中で、今回、２５年度

の成果説明を見ると、さらにそのころよりも回数が多く出ているということなんですけれど

も、どのような検討をされたのですか。 

中山学校教育課長 

外国語指導の先生についてなんです、ＡＬＴの先生と言わせてください。確かにおっしゃ

るように小学校５・６年生のほうにも外国語活動ということで入っておりますので、このＡ

ＬＴの先生を小学校にも回るようにということで、このような回数でまわっていただくよう

にしているところでございますけども、確かにおっしゃるように人をふやすということも検

討をしてみたところだったんですけども、その際になかなかいい人材、素晴らしい人材の確

保という面でですね、なかなか思った、適切な方を見つけることができない状況もありまし

て、今回は今の方をお願いをしたということでございます。 

松元薫久委員 

この外国語指導助手という方たちは何かの団体に所属され、そこから各地域に割り振られ

ているというふうに認識しているんですけども、そこのほうに問い合わせして人材の確保と

いうことは難しいんでしょうか。 

中山学校教育課長 

一応、検討はしてみたんですけど、予算の問題ということで今回は除いているということ

のようです。 

松元薫久委員 

市単独事業ですから、予算が倍になるということですけども、子供たちの英語教育のこと

を考えれば安いものだろうと思うんですよね、先生の負担もあるということなんで、今の先

生と全然交流がないんですけど、大変だろうと思うのでぜひですね、よろしくお願いします

ということで終わります。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

竹原恵美委員 

説明書の５９ページ、小学校では１０款２項２目、小学校ではこの１０款２項２目で学力

知能検査業務、中学校では１０款３項２目で学力知能検査業務というのがあるんですけど、

以前、最近ニュースでは情報開示の部分が成績に対しては変わったんですけど、その姿勢は

以前と変わりましたでしょうか、変わってますでしょうか。 

中山学校教育課長 

先ほどおっしゃったのは、標準学力検査ということでございますね、それにつきましては

昨年度、２５年度ということでお話を申し上げますと、小学校も中学校もですね、全国平均

というのがレベルで言いますと５０というポイントになるんですけども、小学校はやや上回

っておりますけども、中学校は少し下がったというところがございます。 

竹原恵美委員 

開示の内容、市に対して開示するという責任ではないけれども、それは判断ができる状態

になったんですが、そこで今対応を変えていますかというのが前段ですね。 

鎌田主幹 

私がお答えしたいと思いますが、今議員のお尋ねになった学力検査というものについては、

標準学力検査というものでありまして、これお金を投じて子供たちが受ける子供一人一人の

学力を全国規模で検査するやつでございます。これについては、特に公表がどうのこうのと

いうことは全くございませんで、多分、今公表するしないというのの判断についても、これ

は全国学力学習状況調査という４月に行われる検査のことだと思います。それについては、

お金のほうは市から払っているということはございません。無料でございます。 
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 ［竹原恵美委員「別なんですね」と発言］ 

  別です。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

大変失礼しました。鎌田係長でした。 

竹原恵美委員 

では、以前に鳥飼委員が成績のことを聞いて出してもらったことがあります。あれ以降で

変更、更新はされて（聴取不能）、まず成績の内容なんですけども、更新の部分ありました

け、年度が変わって更新されて結果が出ているていう状態にありますか。 

中山学校教育課長 

先ほど係長が申しましたように、標準学力検査については公表はしておりません。全国学

力学習状況調査につきましては、これまでどおりの考えでやっているところでございます。 

竹原恵美委員 

成績が知りたかったんですけど、実際お金が動いていない内容の結果なので、また別途お

願いをします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

了解。 

竹原恵美委員 

はい。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、教育総務課及び学校教育課所管の事項について、審査を一時中

止いたします。 

（教育総務課、学校教育課退室 水道課入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第１号中、水道課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を求めます

が、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効果等につ

いて、簡潔明瞭にお願いします。 

浦水道課長 

こんにちは。審査に先立ちまして、本日は簡水係長が病気休暇中ですので、かわりに田原

主査が出席しておりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは認定第１号、一般会計のうち水道課所管に係る事項について、決算に関する説明

書及び事項別明細書により御説明申しあげます。       

はじめに歳入に係る事項については、該当がありませんでした。 

次に、歳出について御説明いたします。決算に関する説明書は４１ページ、事項別明細書

は３７ページをお開きいただきたいと思います。４款衛生費３項１目上水道費の予算現額６，

６９３万９千円に対し、支出済額は２，８９８万４，８９１円であり、不用額は３，７９５

万４，１０９円であり、執行率は、４３．３０％であります。内訳としまして１９節負担金

補助及び交付金は、予算現額８０万８千円に対し、支出済額は８０万７，８９１円であり、

執行率は９９．９９％となっています。これは、野田地区簡易水道事業に対する阿久根市の

負担金であり、普通交付税で措置されている野田地区簡易水道事業の筒田地区分を負担金と

して支出したものであります。２８節繰出金は、予算現額６，６１３万１千円に対し、支出

済額は２，８１７万７千円であり、執行率は４２．６０％であります。支出の内容は、簡水

への財政支援援助分として２，７１３万２千円と水道事業への児童手当分であります。本年

度の繰出金は、繰出基準に基づいた額のみの繰り出しであります。 

以上で、認定第１号についての説明を終わります。なお、質疑に関する答弁につきまして

は、私もしくは担当者が行いますので、よろしくお願い申し上げます。 
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決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

濵﨑國治委員 

予算に対してかなりの不用額があるんですが、不用額のほうをもうちょっと説明してくだ

さい。 

垂課長補佐 

不用額についてですけども、２５年度はルール外の支援が不要だったということで、たく

さんのお金が残ったように見えますけれども、実はそのもとになる原因は昨年度財政課のほ

うでとりあえず予算化したものについて、ほぼ全額をですね、２４年度中繰り入れていただ

いて、繰り越して、その繰越金を２５年度には財源として使っていただきたいということで、

先に入れていただいていたものですから、２５年度につきましては、その財源を使うことに

よってルール分の繰り入れだけで済んだということで御理解いただければと、結果的には２

千何百万の執行でとどまったと、この繰出金のルールというのは起債の償還分の２分の１と

いうことで繰り入れただけであります。これで若干の繰越金が出ていますけども、平成２６

年度においてはですね、もしかしたらまたルール外のですね、経営の不足分について財政課

と協議をしながらですね、繰り入れる必要が出てくるかもしれませんが、いずれにしまして

も、今のところ水道料金で賄う分につきましては、簡易水道事業につきましてはルール外と

いうものを入れていただいている状況がありますので、たまたま２５年度につきましては、

２４年度の財政課からの繰り入れのほうがたくさん入れていただいたということで、繰越金

で対応できたということで御理解いただきたいと思います。 

濵﨑國治委員 

非常に多額の繰り入れをしていただきまして、執行がかなりしやすい状況にあるなと思い

がしていますが、このいわゆる不用額が生じるというのは、何か早めに確定ができなかった

わけですか。とういうのは、補正で減額するとかそういう処置というのはできなかったのか。

と言いますのは、３，７９４万ということでかなりの額が不用になっていますので、その辺

の予算執行処理といいますか、予算処理というのは不可能だったんでしょうか。 

垂課長補佐 

最後の最後までですね、補正が国の補正、省庁繰越の補正等があったものですから、一般

財源として明許繰越をした場合のですね、繰越財源として持つ必要がある場合があるかどう

かというのが、最後の最後まで決まらない状況もあったものですから、簡易水道につきまし

ては、繰出金につきましては、最後まで減額せずにですね、確保しておきたいというのが現

課としては経営上ですね、どうしてもやっぱり赤字で決算を終わるというわけにはなかなか

いかないもんですから、歳入状況を見ながらですね、最後まで落とさなかったというのが大

きな執行残の原因であります。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、水道課所管の事項について審査を一時中止いたします。 

 

○ 認定第３号 平成２５年度阿久根市歳入歳出決算認定について（簡易水道特別会計） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第３号を議題とし審査に入ります。課長の説明を求めます。 

浦水道課長 

認定第３号、簡易水道特別会計について、決算に関する説明書及び事項別明細書により御

説明申しあげます。 

はじめに歳出から御説明申しあげます。決算に関する説明書は１８ページ、事項別明細書
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は２４ページをお開きいただき、歳出合計の支出済額の欄をごらんいただきたいと思います。

平成２５年度簡易水道特別会計における歳出の支出済額は、９億６，７０２万８００円であ

り、予算現額１１億１，５４０万８千円に対する予算残額は４，５４８万７，２００円であ

り、執行率は８６．７０％であります。翌年度繰越額は１億２９０万円となっております。 

決算に関する説明書は１７ページ、事項別明細書は２３ページに戻っていただきたいと思

います。１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、予算現額９，５６６万６千円に対し、

支出済額は８，０２９万６，４９７円であり、不用額は１，５３６万９，５０３円で、執行

率は８３．９３％であります。内訳を申し上げます。１節報酬の支出済額１６８万２，８１

７円は、簡易水道事業に係る事務補助等の嘱託員１名分の報酬であります。２節給料、３節 

職員手当、４節共済費は、職員２名の人件費及び人事異動によるものであります。７節賃金

の予算現額２０１万６千円に対し執行済額２万３千円は、大雨等による配水池応急作業員の

賃金であり、不用額の１９９万３千円は、簡易水道施設管理監督臨時職員を雇用予定であり、

ハローワークを通じて募集しましたが適格な応募者がなく、雇用できなかったことによる執

行残が主なものであります。８節報償費の執行済額は３０万１，５５３円で、水道料金の徴

収等に伴う区長への謝金であり、１７万３，４４７円の不用額は、区徴収実績による執行残

であります。９節旅費は予算現額１４万２千円に対し執行済額４万５，３８０円は、研修出

張旅費が主なものであります。１１節需用費の支出済額２，３１２万４，５３９円は、市内

の７簡易水道事業に係る電気料１，２９７万１，８２８円、漏水修理及び機械設備等の修繕

費８５１万７，１９５円、浄水場における滅菌用薬品及び消耗品等の購入費１１３万５８９

円が主なものであり、不用額の４８１万３，４６１円は、修繕料、光熱水費、消耗品等の執

行残が主なものであります。１２節役務費の支出済額９０３万９，６７１円は、郵便料・電

話料等の通信運搬費９４万８，５３３円、水道賠償責任保険料、口座振替手数料１５万５，

２２９円、水質検査料等の役務費７９３万５，９０９円が主なものであります。不用額の１

２２万９，３２９円は、水質検査の臨時再検査が不要であったことに加え、漏水調査をしな

くて済んだことが主な要因であります。１３節委託料の支出済額２，２６０万６５０円は、

７簡易水道施設の管理及びメーター検針２，０５８万３，６５０円と大川・尻無地区簡易水

道事業変更認可業務委託２０１万７千円と計装設備保守点検業務委託分の８１万９千円が主

なものであります。１４節使用料及び賃借料の支出済額８１万５，４７５円は、メーター検

針用ハンディターミナル機器リース料５８万５，７３５円が主なものであり、賃借料の２２

万９，７４０円は、ろ過砂運搬搬出ダンプ借上料と漏水時給水タンク運搬であります。１５

節工事請負費８０４万２千円は、黒之瀬戸簡易水道、槝之浦西地区水中ポンプ設置及び尾崎

地区簡易水道導水管・流量計設置であります。１６節原材料費７４万５，７３３円は、漏水

修繕等の材料購入に係る経費であります。１８節備品購入費１４万６，５８０円は、残留塩

素量計測器購入等に係る経費であります。１９節負担金補助及び交付金４５万８，９５０円

は、鹿児島県水道協会への負担金と水道料金システムサポート負担金であります。 

続きまして２款１項１目簡易水道施設整備事業費は、国庫補助事業である大川尻無地区簡

易水道施設整備事業及び脇本地区簡易水道施設整備事業、黒之瀬戸簡易水道施設整備事業に

係る経費であり、予算現額９億６，３８３万６千円に対し、支出済額は８億３，４６９万２，

０５８円であり、執行率は８６．６０％であります。翌年度繰越額は１億２９０万円となっ

ております。９節旅費５万１，２４０円、１１節需用費９６万３，７４２円、１２節役務費 

２万５，１４４円は事務費であります。１３節委託料５，７３３万４千円は、大川・尻無地

区、脇本地区、黒之瀬戸簡易水道に係る実施設計の委託料であります。１５節工事請負費 

７億７，５１６万４千円は、大川・尻無地区、脇本地区、黒之瀬戸簡易水道における配水管

布設・電機計装・浄水場整備等の工事請負費であります。平成２５年度末の事業進捗としま

して、大川・尻無地区が８４％、脇本地区が８０％、黒之瀬戸地区が７４％であります。１

７節公有財産購入費９２万９，７４０円は、隼人第１配水池８９３平方メートルと、三笠配

水池４９７平方メートルの用地購入であります。２２節補償補填及び賠償金２２万４，１９
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２円は、隼人第１配水池の立木補償であります。なお、詳細につきましては、別紙主要事業

の成果説明書の１２５ページから１３１ページを参照ください。 

次に、３款１項公債費は、予算現額５，４９０万６千円に対し、支出済額は５，２０３万

２，２４５円であり、執行率は９４．７７％であります。１目元金２３節償還金利子及び割

引料３，７５１万２，３１９円は、簡易水道施設整備事業債の償還元金であります。２目利

子２３節償還金利子及び割引料１，４５１万９，９２６円は、同じく利子の償還であります。

平成２５年度末の未償還元金は、１０億２，５２０万８，５５０円であります。４款予備費

の支出はありませんでした。 

次に歳入について御説明申し上げます。決算に関する説明書は１６ページ、事項別明細書

は２２ページをお開きいただき、歳入合計の収入済額の欄をごらんいただきたいと思います。 

平成２５年度、簡易水道特別会計における歳入の収入済額は、予算現額１１億１，５４０

万８千円に対し、調定額は１０億５８０万１，１４２円であり、収入済額は１０億５０９万

５，５０２円で予算現額に対する割合は９０．１１％、調定額に対する割合は９９．９３％

であります。 

決算に関する説明書は、１５ページ、事項別明細書は、２１ページに戻っていただきたい

と思います。１款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料は、予算現額８，５２０万８

千円に対し、調定額は８，７１５万４，２８０円、収入済額は８，６４４万８，６４０円で、

収入未済額は７０万５，６４０円であります。１節水道使用料は、調定額８，７１４万６，

２８０円に対し、収入済額は８，６４４万６４０円で徴収率は９９．１９％であります。収

入未済額７０万５，６４０円の内訳は、現年度分水道使用料が２２９件、４３万４，１２０

円、過年度分が１９９件、２７万１，５２０円であります。２節簡易水道施設用地使用料は、

調定額、収入済額とも８千円で電話柱の占用料であります。２項手数料１目１節水道手数料

は、予算現額１８万１千円、調定額、収入済額とも２４万３，６００円であり、水道料金の

督促や開栓・閉栓等の手数料であります。２款分担金及び負担金２項負担金１目１節給水負

担金は、予算現額５０万４千円、調定額及び収入済額は９３万４，５００円であり、家屋の

新築等に伴う給水設置負担金１４件分であります。 

３款国庫支出金２項国庫補助金１目１節簡易水道施設整備費国庫補助金は、予算現額２億

７，４５０万円、調定額、収入済額は２億４，２８０万円であり、執行率は８８．４５％で

あります。予算残額３，１７０万円は平成２６年度への繰越明許費の財源として繰り越して

おります。５款繰入金１項１目１節一般会計繰入金は、予算現額６，９１６万８千円で、調

定額・収入済額は３，１０７万９千円であり、執行率は４４．９３％であります。繰入金は

繰入基準により算出された額であります。６款１項１目１節繰越金は、予算現額２９３万７

千円で、調定額及び収入額５，３１７万３，５２６円であります。７款諸収入１項１目市預

金利子１節預金利子は、予算現額１千円で調定額及び収入額ともに０円であります。１項１

目１節雑入は、予算現額１０万９千円で調定額、収入済額とも５２１万６，２３６円であり、

消費税及び地方消費税還付金５００万９，２０５円が主なものであります。 

８款１項１目市債１節簡易水道施設整備事業債は、予算現額６億８，２８０万円で、調定

額及び収入額ともに５億８，５２０万円であり、大川・尻無地区、脇本地区、黒之瀬戸簡易

水道施設整備事業費に係る財政融資資金であります。内訳は、過疎債２億９，２６０万円、

簡易水道事業債２億９，２６０万円であります。 

以上で認定第３号についての説明を終ります。なお、質疑に関する答弁につきましては、

私もしくは担当者が行いますので、よろしくお願いいたします。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第３号について審査を一時中止いたします。 
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○ 認定第７号 平成２５年度阿久根市水道事業会計の決算の認定について 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第７号を議題とし審査に入ります。課長の説明を求めます。 

浦水道課長 

認定第７号、平成２５年度阿久根市水道事業会計決算につきまして、御説明申しあげます。

決算書の７ページをお開き願います。はじめに、平成２５年度阿久根市水道事業報告書の総

括事項から御説明いたします。平成２５年度は、安全で安定した飲料水の供給を図るための

施設整備として、市道琴平浜中央線老朽管布設替、西回り自動車道に伴う配水管移設、市道

大林根比
ね ひ

線配水管布設、折口東集落道配水管布設の各工事を実施しました。 

次に、業務量についてでありますが、平成２５年度末における給水戸数は、６，５５８戸

で前年度に比べ５５戸減、給水人口は１万４，２６７人で前年度に比べ２３９人の減少とな

りました。また、年間の有収水量は２４３万６，０７０立方メートルで、前年度より３，０

４５立方メートルの減となりました。 

経営状況のうち、収益的収入及び支出についてでありますが、事業総収益が３億９，１０

７万２，５０９円であり、前年度より約１０．５１％、３，７１８万５，４８８円の増収と

なりました。この主な要因は、退職給与引当金３，７７４万４，８５２円を過年度損益修正

益として収益化したことが主な要因です。 

一方、事業総費用は２億９，３２４万４，７２８円であり、前年度より２４７万５，６２

８円、約０.８５％の増であります。その内訳としましては、原水費の動力費が電気料金値

上げの影響を受け、前年度比約１６．１１％、３５１万１，９７５円増加したものや、配水

及び給水費の修繕費において貯蔵品材料の期末在庫を一括費用計上したため、前年度比約８

２．７４％、４０２万８，３３４円増加したもの、また、総係費の委託料において、新会計

制度円滑導入支援業務を執行したことにより、前年度比約４８４．４９％、５００万円の増

加となったことなどが挙げられます。 

損益勘定における収支は、９，７８２万７，７８１円の当年度純利益となっています。昨

年度より３，４７０万９，８６０円、５４．９９％の増額となりました。 

資本的収支につきましては、建設改良費が１，９４５万５，５３７円、企業債償還金が５，

９７４万４，００２円であり、合計７，９１９万９，５３９円の支出に対し、資本的収入は

６１万４，５６９円、その収入不足額７，８５８万４，９７０円につきましては、過年度分

損益勘定留保資金７，７６６万３，５９６円及び現年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額９２万１，３７４円で補てんしました。当初２千万円の起債借入の予定でありました

が、過年度及び現年度の損益勘定留保資金等の補填財源を確認したうえで、後年度の企業債

利息の支払額抑制を優先し借入れしませんでした。次の８ページは、議会の議決事項及び職

員に関する事項であります。次の９ページは、改良工事の概況であります。 

次に、１ページをお開き願います。水道事業会計決算における予算額と決算額及びその増

減について御説明いたします。はじめに、収益的収入から御説明いたします。第１款水道事

業収益は、当初予算額３億３，９９３万４千円、補正予算なしに対し決算額は、４億８５２

万６，９４９円であり、予算額に対し６，８５９万２，９４９円の増となっています。増額

の主な要因は、水道料金と給水負担金の増収及び退職給与引当金を過年度損益修正益として

収益化したことであります。 

次に、支出について御説明いたします。第１款水道事業費用は、当初予算額３億３，０４

１万２千円、補正予算なしに対し決算額３億９７２万８５２円で、２，０６９万１，１４８

円の不用額であります。なお、予備費充用額２７０万３千円は、消費税及び地方消費税確定

に伴う不足額として公課費に充用したものであります。予算執行残の主なものとして、原水

費では、備消耗品費、水質検査手数料、修繕費の執行残などで約２７０万３千円、配水及び

給水費では、人事異動による人件費の執行残、漏水調査業務委託料の執行残、修繕費、材料
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費の執行残などで約７９６万９千円、業務費では、各区への納付書配布や水道料金徴収に対

する報償費の執行残、印刷製本費の執行残などで約１５６万６千円、総係費では公営企業会

計新制度円滑導入支援業務委託料の執行残や備消耗品費の執行残などで約６１９万円などが

挙げられます。 

次に、２ページをお開き願います。資本的収入及び支出について御説明いたします。はじ

めに、収入から御説明いたします。第１款資本的収入は、当初予算２，１２０万１千円、補

正予算なしに対し決算額は、６１万４，５６９円であります。 

次に、支出に入ります。第１款資本的支出につきましては、当初予算額９，７５５万４千

円、補正予算なしに対し決算額は７，９１９万９，５３９円であり、不用額は１，８３５万

４，４６１円となっています。 

第１項建設改良費は当初予算額３，４８０万８千円に対し、決算額は１，９４５万５，５

３７円で、不用額は１，５３５万２，４６３円であります。不用額が多額となった要因は、

当初予算作成時に計画していた国道３号の配水管布設替が国道工事事務所との協議が整わず、

工事箇所を変更したためであります。支出の内容につきましては、９ページの改良工事の概

況及び１２ページの重要契約の要旨を御参照ください。 

第２項企業債償還金は、決算額５，９７４万４，００２円であり、昭和６０年度から平成

２１年度までに資金運用部資金及び公営企業金融公庫資金並びに鹿児島いずみ農業協同組合

資金から借り入れた企業債の元金の償還金であり、この結果、平成２５年度末における未償

還元金は、８億４，０６３万６，６１０円であります。 

第３項の投資及び基金は、予算額１千円に対し決算額は０円であり、不用額１千円であり

ます。 

第４項の予備費は、予算額３００万円に対し決算額は０円で、不用額は３００万円であり

ます。 

次に、３ページ、損益計算書につきまして、その主なものを御説明いたします。 

１営業収益は、３億５，１９０万２，７８９円であり、そのうち水道料金及び給水負担金

が主なものである給水収益は、３億４，９０６万６，５８９円、開栓・閉栓・検査等の手数

料や督促手数料が主なものであるその他営業収益は、２８３万６，２００円となりました。 

２営業費用は、２億６，９３３万７，８１４円となりました。これは人件費や水道料金の

収納等の事務費、水道施設の維持管理等に伴う原水費、配水及び給水費、業務費、総係費及

び減価償却費、資産減耗費などであります。結果、当年度の営業利益は、８，２５６万４，

９７５円となっています。 

３営業外収益は、受取利息と原子力立地給付金や嘱託職員個人負担分雇用保険料、貯蔵品

材料出庫価額と簿価との差額収益化分などの雑収益で１４２万４，８６８円となりました。 

４営業外費用は、２，３９０万６，９１４円であり、その主なものは、企業債償還に係る

利子分２，３７０万６，２３４円が主なものであります。結果、当年度の経常利益は、６，

００８万２，９２９円（修正あり）となりました。これに、退職給与引当金の全額収益化分

を計上した特別利益の過年度損益修正益３，７７４万４，８５２円を加えた９，７８２万７，

７８１円が当年度純利益となり、前年度繰越利益剰余金１億７，９３７万５，６２１円を合

わせました２億７，７２０万３，４０２円が、平成２５年度末における未処分利益剰余金と

なりました。 

すみません、前のところがちょっと間違っておりました、当年度の経常利益は６，００８

万２，９２９円となりました。すみません、修正をお願いします。 

次に、４ページをお願いします。水道事業剰余金計算書のうち、資本金につきましては、

企業債償還を行い借入資本金が減少した結果、平成２５年度末現在高は、８億４，０６３万

６，６１０円となりました。資本剰余金につきましては、当年度において西回り自動車道建

設に伴う配水管布設替工事を行ったことに対する工事負担金６１万４，５６９円を受け入れ

た結果、平成２５年度末現在高は４億５，３１８万６，３８０円となりました。利益剰余金



- 28 - 

でありますが、減債積立金につきましては、前年度処分額０円、当年度変動額０円であり、

平成２５年度末現在高は、５，９３４万２千円であります。建設改良積立金につきましては、

前年度処分案に基づき５千万円積み立て、当年度の当該積立金処分額０円となり、結果、当

年度末現在高は１億７，８１３万６千円となり、平成２５年度末における積立金合計金額は、

２億３，７４７万８千円となりました。 

次に、未処分利益剰余金につきましては、平成２４年度末における未処分利益剰余金２億

２，９３７万５，６２１円についての処理状況を記載したものであり、先ほど申し上げまし

たとおり、建設改良積立金に５千万円を積み立てた結果、当該残高は１億７，９３７万５，

６２１円となり、当年度の純利益９，７８２万７，７８１円を加算し、平成２５年度末の未

処分利益剰余金は、２億７，７２０万３，４０２円となりました。 

次に、平成２５年度末の未処分利益剰余金の処分計算書（案）につきまして、御説明いた

します。さる、９月２４日の本会議において議決していただきましたので、（案）の削除を

お願いいたします。 

資本金及び資本剰余金につきましては、処分はありません。未処分利益剰余金につきまし

ては、平成２５年度末現在高２億７，７２０万３，４０２円となっておりますが、その処分

につきましては、建設改良積立金への積み立て１億円を行い、平成２６年度への未処分利益

剰余金残高を１億７，７２０万３，４０２円にしたものであります。 

次に５ページの貸借対照表について御説明いたします。はじめに、資産の部でありますが、

有形固定資産の償却未済残高は２７億４，８１２万９，５１９円であり、対前年度比１億１，

１８８万７，８０３円の減となっています。無形固定資産１０万５００円は、電話加入権３

回線分であります。また、投資６０万７千円は、地方公営企業等金融機構への出資金であり

ます。次に、流動資産についてでありますが、過年度損益勘定留保資金、減債積立金、建設

改良積立金等の現金預金は、６億８，５４４万６，９８７円となっています。未収金は、１，

１８５万６，２４０円であり、その内訳は、現年度分の未収給水収益１，６９８件、５０２

万９，６４０円、過年度分の未収給水収益１，２４０件、６８２万６，６００円であります。

また、貯蔵品は材料をすべて費用化した結果、量水器分のみ１万５，０６０円となっていま

す。資産合計は、３４億４，６１５万５，３０６円となっています。次に、負債の部であり

ますが、固定負債は退職給与引当金を全額収益化しましたので、修繕引当金分１，４０８万

円となりました。流動負債のうち、未払金の１，７７８万８，１４４円は、未払消費税５１

１万３，８００円、上水道設備中央監視制御及び計装設備保守点検業務委託代金４７２万５

千円、公営企業会計新制度移行支援業務委託代金４９３万５千円などが主なものであります。

預り金８万７，９４０円の内訳は、過誤納金３万７，９４０円と担保補償金５万円でありま

す。負債合計は、３，１９５万６，０８４円であります。 

次に、資本の部の資本金でありますが、自己資本金につきましては、１６億５６９万４，

８３０円であり、平成２５年度中での組み入れはなく前年度と同額であります。借入資本金

につきましては企業債の借入に係るものであり、元金償還を５，９７４万４，００２円を行

った結果、平成２５年度末における未償還元金は、８億４，０６３万６，６１０円となった

ところです。次の剰余金につきましては、資本剰余金、利益剰余金とも先ほど４ページにつ

きまして御説明申し上げましたとおりであります。その結果、負債資本合計は、３４億４，

６１５万５，３０６円となっており、資産合計及び負債資本合計とも対平成２４年度期末比

３，１０６万３，９７９円の減となっています。7ページから９ページは、先ほど御説明申

し上げましたとおりであります。また、１０ページは、漏水防止工事の件数、水道メーター

の新設、取りかえ等の件数、水道事業における業務量について掲げたものであります。１１

ページから１２ページは、事業収入及び事業費用に関する対前年度比較と未収金及び未払金

に関する事項と、重要契約の要旨、企業債の概要であります。１３ページは、資金計画及び

実績を掲載してあります。１４ページから１８ページは、収益費用明細と資本的収支の明細

書であります。１９ページは、固定資産明細書であります。２０ページは、企業債借入明細
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書であります。 

以上で、認定第７号についての説明を終わりますが、なお、質疑に関する答弁につきまし

ては、私もしくは担当係長が行います。よろしくお願い申し上げます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第７号について、審査を一時中止いたします。 

 （水道課 退室） 

ここで暫時、休憩いたします。 

 

（休憩 １４：１４ ～ １４：２７） 

 

（財政課 入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。ここで、健康増進課長より先ほどの答弁に対

し、訂正の申し入れがありましたので、これを許可したいと思います。 

 （健康増進課長 入室） 

佐潟進健康増進課長 

お許しをいただき、昨日答弁しました答えの中に一部訂正がありましたので、よろしくお

願いしたいというふうに思います。 

昨日、介護保険特別会計、決算に関する説明書でいきますと２９ページになります。特別

会計になります。 

 ［発言するものあり］ 

２９ページ。 

 ［発言するものあり］ 

決算に関する説明書になります。石澤委員から御質問がありました第５款１項１目８節の

報償費２０万８，８００円の内訳について、内容について御質問があり、答弁としまして、

管理栄養士と歯科衛生士２名の１３回掛ける二人の単価４千円とお答えいたしましたけれど

も、正確にはこの２専門職に加えて、健康運動士１名と看護師２名が加わり、二つの介護予

防教室でトータル１０回分でありました。内訳としましては、看護師の方が４千円掛ける４

回の２名で３万２千円、健康運動士が５千円掛ける２時間の４回で４万円、管理栄養士が４

千円の３時間の４回で４万８千円、歯科衛生士が４千円の３時間の６回で７万２千円、これ

に健康運動士の交通費込みの請求分がありましたので、これが１，７００円の４回分で６，

８００円、合計がこれで２０万８，８００円という内訳になっておりました。それぞれ１０

回の中でいろいろな専門職の方々が講師としておいでいただき、また、それぞれの専門職で

単価が若干違いましたので、答弁に誤りがありました、申しわけございませんでした。 

（健康増進課長 退室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ここで、明日予定しております現地調査について、先ほどまでの各課等の審査を踏まえて、

まず委員の御意見をお聞きしておきたいと思います。 

濵﨑國治委員 

６款１項５目農地費ですけども、折多地区の活性化施設をぜひ現地調査をさせていただき

たいと思います。かなりの規模もありますし、備品等もかなり購入していらっしゃるようで

すので。それから、近くにあります、７款１項２目の特産品開発業務委託事業の緊急雇用促

進創出事業であります、いきいき館のほうを現地調査をさせていただきたいと思います。ち

ょうど折多地区ですので、２件ともですね、時間的にもそうかからないのじゃないかなと思

います（聴取不能）。 
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 ［発言するものあり］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩に入ります。 

 

 （休憩 １４：３２ ～ １４：３４） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。ほかにはございませんか。 

竹原恵美委員 

７款１項２目の特産品開発のいきいき館さんなんですけども、その施設、今聞いたのは施

設補助ということなんですが、事業には計画書と実施内容の成果表があるようなんです。そ

れも見せていただきたい、というのが、きょうちょっと調べましたら、この事業自体が公募

をされていないというふうに商工観光課は言いまして、商工観光課の説明では公募はしてい

ません、そして、商工会議所を通して紹介があったというふうに、今の担当は言うんですが、

商工会議所は自分は関与しておりませんというものですから、そのもともと市がこの事業を

興す自体で広報なり、募集が正しく、正しくというか、募集自体が適切に行われてこの事業

があるか、また、この事業、またこの事業、 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

発言中ですが、竹原委員、発言中ですが、現地調査について場所とか目的を。 

竹原恵美委員 

だから、いきいき館なんですが、だから、それに関する職員の説明として、もともとのこ

の募集、募集というか、応募というか、この事業のスタートからの説明もいただきたいし、

そのときに出された成果表、計画表も提示をしてくださいという要望です。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

それでは、現地調査についてお諮りいたします。ただいま出ておりますのが、６款１項５

目農地費、これに一つずついきたいと思います。これについて現地調査を行うことに御異議

ございませんか。 

 ［「異議なし」と発言する者あり］ 

次に７款１項２目商工振興費、これについて現地調査を行うことに御異議ございませんか。 

 ［「異議なし」と発言する者あり］ 

異議なしとのことですので、あすの現地調査に予定をしたいと思います。あと、現地調査

については、財政課の審査のあと、もう１回、現地調査の意見をお聞きしたいと思います。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩いたします。 

   

 （休憩 １４：３６ ～ １４：３７） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。先ほどの現地調査の件につきまして、竹原委

員より資料の請求がございましたけど、これについて御異議ございませんか。関連した資料

請求について、要求することに御異議ございませんか。 

濵﨑國治委員 

活性化施設についてもですね、何か見取図とか、活性化施設については見取図とか、備品

とかそういう内容的なものをわかればですね、現地調査のときに調査しやすいんだがなとい

う気がするんですが、行く前にですね、活性化施設はですね、市が、ですので、現地調査し

ても、それに見るときの、調査するときの関連資料として、それはいただきたいんですが。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 
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そしたら、あしたの現地調査については、関係課の資料内容については任せるということ

で資料の請求を行うということでよろしいですか。 

 ［「異議なし」と発言する者あり］ 

では、そのようにお取り計らいしたいと思います。 

 （財政課 入室） 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

次に、認定第１号を議題とし、財政課所管の事項について審査に入ります。課長の説明を

求めますが、説明は所管の決算内容、新規事業や改良を加えた点、事業の執行による行政効

果等について、簡潔明瞭にお願いします。 

山下財政課長 

認定第１号について、総括的な事項と財政課所管に係る事項を御説明申し上げます。 

はじめに、総括的な事項についてでありますが、平成２５年度の一般会計決算の主な特徴

は、国の緊急経済対策に呼応し、また、いわゆる地域の元気臨時交付金を活用した各種施設

の整備等に関する事業の実施、地域づくり活動の支援等による地域コミュニティの活性化、

市道の維持修繕事業の拡充等による生活環境基盤の整備、にぎわい交流ステーション事業の

実施等による交流とにぎわいの創出、イノシカ肉流通対策事業等の実施など本市の特性を生

かした産業の振興、交流と文化の振興等を目指した市民交流センター設計業務の実施、職員

人件費の継続的な削減等による行財政改革の推進などであります。 

特に、元気臨時交付金については、平成２５年度は、２億２，８００万円余りを活用して、

学校の施設整備等２４件の事業を実施し、残りの４億７，５００万円余りは基金に積み立て、

平成２６年度において３０件の事業を実施しているところであります。 

それでは、決算に関する説明書に基づき、その概要を御説明申し上げます。１ページをお

開きください。 

平成２５年度会計別決算総括表でありますが、一般会計の歳入総額は１３２億８，１３１

万５１４円、歳出総額は１２８億１，３９５万３，９０８円であり、形式的な収支である歳

入歳出差引額は４億６，７３５万６，６０６円であります。この額から翌年度へ繰り越すべ

き財源２，７７７万円を差し引いた実質収支額は４億３，９５８万６，６０６円であり、こ

の額から前年度の実質収支額を差し引いた単年度収支は３，５９３万８，３３６円のマイナ

スであります。また、この額に財政調整基金への積立金７億８，１０２万９，５５９円を加

え、財政調整基金の積立金取崩額７億１，６１２万６，６０６円を差し引いた実質単年度収

支は２，８９６万４，６１７円となりました。なお、表の区分の（Ｄ）になりますが、先ほ

ど申し上げました、翌年度へ繰り越すべき財源の２，７７７万円は、繰越明許費として翌年

度に繰り越して実施することとした６事業のうち、中山間地域総合整備事業ほか３事業に係

る７７６万８千円と事故繰越しとなった肥薩おれんじ鉄道にぎわい交流ステーション事業の

２千万２千円のそれぞれの一般財源の額であります。 

次に、２ページ及び３ページの普通会計に係る経常収支の状況について御説明申し上げま

す。これは、毎年度実施される地方財政状況調査における決算額を、統計上のルールにした

がって分類したものであります。歳入歳出とも、実際の決算額と１，３８５万円の差があり

ますが、地方財政状況調査の作成ルールに基づき、一般会計で支出した後期高齢者医療特別

会計に係る委託料等の一般会計負担分について特別会計に振りかえたことなどによるもので

あります。 

２ページの歳入についてでありますが、平成２５年度における歳入合計は１３２億６，７

４６万円であり、うち経常一般財源は６４億９，５５２万４千円であります。 

次の３ページの性質別歳出の状況についてでありますが、歳出合計は１２８億１０万４千

円であり、義務的経費の決算額の構成比では、人件費が前年度と比較して２ポイント、扶助

費が２ポイント、公債費が５．２ポイント、全体では９．１ポイント減少しております。こ

のうち、人件費は退職と新規採用による職員の入れかわりなどにより、前年度に比べ２９３
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万２千円の減、扶助費は心身障がい者福祉に係る費用がふえたことなどにより８，６８３万

８千円の増、公債費は前年度に市債を繰り上げて償還したことなどにより４億１，７６９万

７千円の減となり、義務的経費全体では３億３，３７９万１千円の減となりました。また、

その他の経費では、物件費は需用費や備品購入費等の増により、前年度に比べ４，２７３万

５千円の増、補助費等はイノシカ肉流通対策事業などの実施により１億１，９１５万６千円、

積立金は元気臨時交付金を市有施設整備基金に積み立てたことなどにより８億５，３９７万

４千円のそれぞれ増となりました。 

投資的経費では、普通建設事業は、前年度に比較して１０億９０１万８千円の増でありま

すが、各種交付金を活用して道路や住宅等施設の整備を行ったことによるものであります。 

次に、表の中ほどの下から３段目の経常収支比率についてでありますが、平成２５年度は、

９１．７％となり、前年度より１ポイント減っております。これは、歳入の経常一般財源の

額が、前年度に比べ約１億９００万円ふえたことが主な要因であります。その他の財務指標

については、監査委員の審査意見書の４ページから５ページに記載してあるとおりでありま

す。 

決算に関する説明書の４ページ及び５ページは、款別決算の状況でありますが、それぞれ、

所管の課等において説明がなされたところであり、省略させていただきまして、次に、財政

課所管分の歳入歳出決算について申し上げます。財政課所管分の主な特徴といたしましては、

歳入では、元気臨時交付金の交付を受け多くの事業に充当してきたこと、また、土地の貸付

料について、収入未済額が縮減したことなどであり、歳出では、元気臨時交付金を市有施設

整備基金に積み立て平成２６年度に活用することとしたことなどであります。 

それでは、決算に関する説明書及び事項別明細書により御説明いたしますが、金額につき

ましては、千円未満を切り捨てて申し上げます。決算に関する説明書は８ページ、事項別明

細書は２ページをお開きください。歳入から主な内容を御説明いたします。 

第２款地方譲与税の収入済額１億３，２４４万３千円は、前年度比６４６万８千円の減で

ありますが、自動車重量譲与税の減が主なものであります。次に、事項別明細書は、２ペー

ジから３ページにかけてでありますが、第６款地方消費税交付金の収入済額１億９，５７０

万９千円は前年度比１６８万３千円、第７款自動車取得税交付金の収入済額２，０２７万４

千円は前年度比２１９万７千円、第８款地方特例交付金の収入済額４３０万２千円は前年度

比３８万５千円の、それぞれ減であります。 

次に、第９款地方交付税の収入済額４４億８，９５０万１千円は、前年度比９，５６７万

８千円の増であり、このうち、普通交付税が９，１４５万４千円増の３７億６，６４７万７

千円、特別交付税が４２２万４千円増の７億２，３０２万４千円となりましたが、普通交付

税において地域の元気づくり推進費が基準財政需要額に算定されたことが主なものでありま

す。 

次に、決算に関する説明書は１３ページ、事項別明細書は７ページになりますが、第１３

款国庫支出金２項１目総務費国庫補助金の収入済額７億８５８万円のうち、財政課所管分は、

地域経済活性化・雇用創出臨時交付金７億４０８万円であり、平成２５年度決算の特徴的な

事項であります。 

次に、決算に関する説明書は１８ページ、事項別明細書は１３ページになりますが、第１

５款財産収入１項１目財産貸付収入の収入済額２，９２８万５千円のうち、財政課所管分は、

現年度分の土地の貸付収入８４２万２千円、過年度分の土地の貸付収入１５１万４千円、グ

ランビューあくねの土地及び建物貸付収入１，２２１万円を合わせた土地建物貸付収入２，

２１４万７千円であり、収入未済額２３７万１千円は６名の未納によるものでありますが、

前年度より１名、１２６万４千円の減となっております。２目利子及び配当金１，４５７万

７千円のうち財政課所管分の基金利子については、財政調整基金、減債基金、市有施設整備

基金、土地基金及び市民交流施設整備基金に係る分であり、決算に関する説明書の備考欄に

記載のとおりであります。また、株式配当金１，０３２万９千円の内訳は、阿久根食肉流通
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センター株式会社配当金１，００７万４千円、南日本放送株式会社１８万円、株式会社南日

本銀行７万５千円であります。次に、２項１目不動産売払収入５１５万７千円のうち、財政

課所管分は、１節土地建物売払収入のうち、土地１件の普通財産の売払収入４２万７千円で

あります。 

次に、事項別明細書は１４ページになりますが、第１７款繰入金１項基金繰入金のうち、

財政課所管分は、財政調整基金、減債基金、市有施設整備基金の繰入金８億７，５９９万４

千円であり、財政調整基金繰入金が主なものであります。これは、財政運営等から繰り入れ

たものであって、年度末までに積み戻しをいたしております。なお、定額運用基金を除く各

種基金の現在高については、監査委員の審査意見書３３ページに掲載してありますので、御

参照ください。 

第１８款繰越金については説明を省略させていただき、次に、決算に関する説明書は２０

ページから２２ページにかけて、事項別明細書は１６ページになりますが、第１９款５項４

目雑入のうち、財政課所管分の主なものについて御説明いたします。 

決算に関する説明書２１ページの備考欄の下から２行目の旧国民宿舎維持修繕等負担金５

４３万６千円は、施設の維持修繕等の財源とするため、施設を運営している西洋フード・コ

ンパスグループ株式会社が負担しているものであります。 

決算に関する説明書は次の２２ページになりますが、備考欄の上から１１行目の県市町村

振興協会市町村交付金４０５万５千円は、市町村振興宝くじ等の売上げ収益金の中から交付

されたものであります。 

次に、決算に関する説明書は２３ページでありますが、第２０款市債１項１目総務債のう

ち、財政課所管分は、前年度から繰り越した総務管理債の旧国民宿舎施設等改修事業債１，

４７０万円であり、旧国民宿舎の空調設備改修工事に充当しています。次に、決算に関する

説明書は２４ページ、事項別明細書は１７ページの１５目臨時財政対策債の収入済額４億９

０万円は、地方の財源不足額を補填するために借り入れるものであり、後年度の元利償還金

の全額が交付税措置されるものでありますが、前年度より１，８００万円の増となりました。 

以上で歳入についての説明を終わり、次に歳出の主なものについて御説明申し上げます。

決算に関する説明書は２６ページ、事項別明細書は２０ページをお開きください。第２款１

項５目財政管理費は、予算現額３億５，０９３万７千円、支出済額３億５，０５９万３千円、

不用額３４万３千円であり、執行率は９９．９％であります。このうち、１３節委託料の支

出済額２１０万円は、公会計制度に基づく財務諸表等作成支援業務であります。２３節償還

金利子及び割引料の支出済額３億４，８２９万５千円は、歳計現金に繰りかえて運用してい

た財政調整基金に属する現金を、繰替後同基金に返還したものであります。 

次に、決算に関する説明書は２７ページにかけて、事項別明細書は２１ページになります

が、７目財産管理費は、予算現額１５億４，０５５万９千円、支出済額１５億３，５８５万

２千円、不用額４７０万６千円であり、執行率は、９９．６９％であります。このうち、１

１節需用費の支出済額１，３０７万９千円は、旧国民宿舎施設整備等修繕料、公用車両の燃

料費などが主なものであります。１２節役務費の支出済額３４７万８千円は、公用車の自動

車損害保険料及び車検整備等の手数料が主なものであります。１３節委託料の支出済額５５

５万８千円は、公用車運行管理業務委託料５０８万５千円が主なものであります。１５節工

事請負費の支出済額１，９７１万３千円は、前年度から繰り越しておりました旧国民宿舎空

調設備改修工事であります。１７節公有財産購入費の支出済額９，４１９万６千円のうち、

財政課所管分は旧国民宿舎の空調機器及び温泉源送水ポンプの購入経費１５０万９千円であ

ります。１８節備品購入費の支出済額５３１万９千円は、公用車２台の購入が主なものであ

ります。２５節積立金の支出済額１３億９，２５９万５千円は、財政調整基金、市有施設整

備基金、減債基金及び、市民交流施設整備基金に積み立てを行ったものであり、内訳は、決

算説明書の備考欄に記載のとおりであります。 

次に、決算に関する説明書、事項別明細書、いずれも６６ページをお開きください。第１
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２款公債費１項１目元金の支出済額１１億３８８万７千円は、市債償還の元金でありますが、

前年度より３億９，９７９万４千円の減となり、平成２５年度末の市債残高は、９７億９，

６３２万８千円となりました。２目利子の支出済額１億３，１９１万のうち、財政課所管分

は、１億３，１８８万３千円であり、市債償還の利子であります。 

次に予備費でありますが、予算計上額は、１，５００万円でありますが、６３７万６千円

の充用を行っており、不用額は８６２万４千円であります。充用の内容につきましては、監

査委員の審査意見書の１９ページに記載のとおり、阿久根駅舎改修に伴う通信設備支障移転

工事負担金等５件であります。 

以上で、歳入歳出決算額についての説明を終わり、次に、財産に関する調書についてであ

りますが、監査委員の審査意見書の３０ページから３３ページにかけて、土地、建物、債権

のほか、財産の種類ごとに平成２５年度中の増減内訳などについて記載してあります。また、

定額運用基金を除いた基金の推移をグラフ化してありますので、御参照していただき説明を

省略いたしたいと思います。 

さらに、基金の運用に関する調書についても、土地基金などの定額運用基金の運用状況に

ついて、審査意見書の３４ページから３５ページに記載してありますので、その記載内容を

もって説明にかえさせていただきたいと思います。 

以上で、平成２５年度一般会計決算に関する総括的な事項と財政課所管に係る主な事項に

ついての説明を終わります。なお、質疑に対しましては、私、課長補佐又は担当係長がお答

いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

課長の説明は終わりました。これより質疑に入ります。ありませんか。 

山田勝委員 

財産調書の中に、市有地は基本的には、不要な市有地は、欲しいという人があれば売るん

ですか。 

山下財政課長 

そのような申し入れがございましたら、まず目的が公共用地を譲渡するに値する内容であ

るのか、それらのことを確認して条件が整えば売却も検討するということでございます。以

上でございます。 

山田勝委員 

売却も検討するというのは、誰かが言ってこないと売却をしないということですか。それ

とも、いらないところは、潟の区画整理の部分みたいに売る努力はされないのですか。 

山下財政課長 

昨年度においては、区長会等の会合の中で、活用が検討される市有地等があれば、情報提

供いただきたいということでお話をいたしております。今後も具体的な広報していく場合に、

当該土地がどのような性格を持っているかを分析した上で、可能な限り情報の提供等を呼び

かけていってまいりたいと思っております。 

山田勝委員 

実はね、先日、私の集落の宮崎神社の近くにね、すぐ隣接地にね、三笠中学校の教頭住宅

の跡地があるんですよね、草ぼうぼうですよ。あれなんか希望者がおれば売りますよという

表示をすればね、売れる場所なんだけどね、あのままだったら管理するのも大変だし、もっ

たいないなと思っていたところなんですが、いかがですか。 

山下財政課長 

基本的には遊休利用地の有効な活用を諮っていきたいと考えておりますので、いろんな意

味での情報提供は広くいただきたいと思っております。その結果、売却に至ればより有効な

活用ができるものと考えております。 

山田勝委員 

例えば、あのまましとったんじゃね、誰も市有地だというのを知らないですよね、知らな
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い。それと、あのままだったら、市が何かあそこをするということは、ほとんどないと思い

ますよ。だから、ああいうところはね、やはり、公共用地、そういう難しく考えないで、売

りますよというのをしたほうがね、みんなのためにいいのじゃないですか。 

山下財政課長 

御指摘の土地がどういう形になっているか、私も確認をいたしておりませんけども、その

ような形で有効活用が図られれば、一つの手段として検討していきたいというふうに考えて

おります。 

山田勝委員 

市有地を管理しているね、財政課長が知らないでしょ、ほかの人も誰も知らないんですよ

ね、たまたま、ああここは、住宅が建っとったとこいだなと思っただけの話で、もったいな

いな、売ろうと思ったら間単に売りますよと言ったら、簡単に売れそうな場所ですよね、だ

から、そういうところはね、そんな難しく考えないで、なるべく早く現地を見てね、その対

策をされたほうがいいと思いますよ。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、認定第１号中、財政課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（財政課 退室） 

財政課の審査が終わりましたので、ここで再度、現地調査についてお諮りいたします。委

員の意見を伺います。 

竹原恵美委員 

さっきの資料でちょっと言い忘れたんですけど、お金ごともわからないと、ワンセットで

すから、きのうも、ほかの、ビゴップなんかで言ってましたけど、お金ごとが認められる経

費なんていうのも一緒になって入っているものですから、スタートから最終、記録でお金が

積み上がっているものですので、その資料も一緒にください。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

竹原委員、先ほどもお聞きしましたけど、一応、資料請求をいたしますので、その資料内

容によって、 

 ［竹原恵美委員「何か、相手に任せるみたいな言葉を言ったけども、その中で一応入って

（聴取不能）」と発言］ 

 その部分も出てくるんじゃないかと思いますので、今どれどれどれということは特定できな

いそういったものも含めて、 

［竹原恵美委員「こちらからの請求として、私は漏らさずにこれこれこれは提示しましたの

で、それをどうするかというのは、バックは向こうに任されるという話は聞きましたけども、

漏らしたから要件からはずれたということのないように、お伝えしました」と発言］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

それでは、ほかに、現地調査の意見がないようですので、先ほどありました２件について、

あす現地調査をすることとしたいと思います。 

山田勝委員 

あしたは、かなり時間がかかると思うんですよ、例えば、私が今言いました、いきいき館

を見ていただいて結構ですよ、いきいき館の砂糖の向上をですね、それから、主力でありま

すほ場をですね、見てほしいんですよね、そこまで見ないと実績が上がる、上がらないとい

うのはよくわからないと思いますので、そこまで実は見てほしいですよ。そうしたときに、

やっぱり１時間かかると思うんですよ。 

 ［発言するものあり］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

一応ですね、お諮りしましたのは、先ほどお諮りしましたのは、今からの時間等も含めて
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ですね、担当課とその辺も含めた打ち合わせをして、またあすの朝でも報告したいと思いま

す。 

それでは、各課等の質疑が終了いたしました。ここで、認定第１号から、認定第７号まで

を一括して議題とし、総括して意見を伺いますが、これは、これまでの審査においてなお、

さらに疑義があるものについて、質疑を行うものであります。なお、質疑を行う際は、予算

項目を明確にお願いします。 

山田勝委員 

初日でしたかね、私が乗合タクシーとグループタクシーの話についてしましたら、岩﨑委

員がそういうことであったら、あとでその意見は言われたらどうですかということでしたの

で言っていいですか、 

 ［「どうぞ」と発言する者あり］ 

私は、乗合タクシーについてもですね、あるいはグループタクシーについても市民にね、

なかなか周知徹底していない。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩に入ります。 

 

 （休憩 １５：１１ ～ １５：１３） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。今意見がありました、２款１項８目、乗合タクシ

ーについての御意見がございました。ほかにありませんか。 

山田勝委員 

今ですね、委員長が少し言われましたけど、例えば、乗合タクシーについてもですね、当

初よりも現実には、事業費が減少している傾向にあるんですよね、ことしも百何万、だから、

それについてもですね、なかなかね市民に周知徹底していない部分もあると思うんですよ。

例えば、脇本であってもですね、大変対象地区が広がりました、多田地区も広がりました、

どこも広がったのにも関わらず、なかなか予算の消化がうまくいっていない。これはね、周

知徹底していないという気がすんですよ。それともう一つ、今回新しく事業が開始されたグ

ループタクシーについても、もっと需要が周知徹底していない。だから、どうしたらいいの

か、例えば、担当課は市報に載せましたよ、何にされましたよて仮に言ってもですね、現実

に対象者になかなか周知徹底していない。そこで私は、議員の皆さんにお願いしたいのは、

それぞれのところにね、それぞれの知り合いのところに、例えば、乗合タクシーの対象地区

でない人については、最寄りのバス停から１キロ以上あったらね、１キロ以上あったらタク

シー券の３００円が使える、報告していただくコース、申請をせないかんわけですよ。そう

いうことですからね、それぞれ皆さ方の大変失礼ですが、支持者のところとかあるいは知り

合いのところとかというところがあったらですね、やはり、行ってちゃんと説明をして、そ

して、申請をしていただくように、利用していただくようにね、私は議員の皆さん方で言っ

ていただければ、せっかくつくった一つのこの事業がね、周知徹底して高齢者及び交通弱者

の足の確保ができるというふうに思うんですが、よろしくお願いします。ほかの皆さん方の

御意見も聞かせてください。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩に入ります。 

 

（休憩 １５：２２ ～ １５：２６） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。あす執行部を呼んで質疑をするような議題があれ
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ば、挙げていただきたいと思います。 

竹原恵美委員 

説明書の２８ページ、２款１項８目でにぎわい交流ステーション整備、１億１，３４０万

についてお尋ねしたいと思います。２款１項８目工事請負費、２８ページです。 

 ［発言するものあり］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

竹原委員、誰を呼ぶ。 

竹原恵美委員 

市長。にぎわい交流ステーション設計業務も同じ枠の中に入っているんですけども、４７

２万２千円が入っています。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかにございませんか。 

野畑直委員 

先ほどのですね、７款１項２目の特産品開発業務委託事業について、阿久根で黒砂糖の生

産について、昔から脇本地区で行われていて先ほどもほ場を見てもらいたいというような話

でしたけども、今後市長がこの取り組みについてどのような考えなのか、遊休農地の活用等

にサトウキビ等の生産について、私はこの北薩地域でやっているところはないから、この取

り組みについてどのような考えをもっておられるのかを伺いたいと思いますので、市長、商

工観光課、もちろん農業委員会、農政課との関連も出てくると思うんですが、遊休農地の関

係もでてきますので、この成果等にですね、農地の荒廃抑制とかそういうのもありますので、

関係する課の人たちとの連携はどのようになっているのか、どのような考えをもっているの

か伺いたいと思います。 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ほかにはございませんか。 

 ［発言するものあり］ 

ほかにないでしょうか。 

 ［「なし」と発言する者あり］ 

なければ、先ほど出ました２款１項８目、にぎわい交流センターについて、市長。７款１

項５目農地費について、市長、 

 ［発言するものあり］ 

以上ですが、 

 ［発言するものあり］ 

２款１項８目のですね、１３節、１５節その辺の確認をしたいと思います。 

 ［発言するものあり］ 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

ちょっと、休憩します。 

 

 （休憩 １５：３１ ～ １５：４１） 

 

決算特別委員長（仮屋園一徳委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。それでは、ただいま通告がありました、決算に関

する説明書ページ２７、１番下の段、２款１項８目、１３節にぎわい交流ステーション設計

業務、ページ２８、２款１項８目企画費、１５節にぎわい交流ステーション整備、ページ４

９、７款１項２目商工振興費、１３節委託料、特産品開発業務委託事業、以上３件に関して、

再度市長等、執行部出席を求めたいと思います。 

ここでお諮りいたします。本日の審査はこの程度にとどめ、散会したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 
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 ［「異議なし」と発言する者あり］ 

御異議なしと認め、本日はこれにて散会いたします。あすは午前１０時より散会いたしま

す。 

 

 

 （散会 １５：４３） 

 

 

           決算特別委員会委員長  仮屋園 一徳 

 


